
人間
にんげん

の尊厳
そんげん

と自立
じ り つ

 

 

問 題
もんだい

１ 利用者
りようしゃ

の意思
い し

を代 弁
だいべん

することを表 す
あらわす

用語
ようご

として最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ アドボカシー
あ ど ぼ か し ー

（advocacy） 

２ エンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

（empowerment） 

３ スーパービジョン
す ー ぱ ー び じ ょ ん

（supervision）  

４ インフォームドコンセント
い ん ふ ぉ ー む ど こ ん せ ん と

（informed consent） 

５ ソーシャルインクルージョン
そ ー し ゃ る い ん く る ー じ ょ ん

（Social inclusion） 

 

問 題
もんだい

 2
２

 A さん（82
８２

歳
さい

、女 性
じょせい

、要介護
ようかいご

２）は、 夫
おっと

を７年前
７ねんまえ

に看取り
み と り

、その後
そ の ご

は一人暮らし
ひとりぐらし

をしている。

夜中
よなか

にトイレ
と い れ

に行った
い っ た

時
とき

に転 倒
てんとう

し、大腿骨頸部
だいたいこつけいぶ

を骨 折
こっせつ

して３か月
３かげつ

入 院
にゅういん

した。自宅
じたく

に手
て

すりをつけ、段
だん

差
さ

をなくす 住 宅
じゅうたく

改 修
かいしゅう

をした後
あと

、退 院
たいいん

した。何
なに

かにつかまれば、いすからの立ち上がり
た ち あ が り

や歩行
ほこう

ができ

る。遠 方
えんぽう

に一人
ひとり

息子
むすこ

が住んで
す ん で

おり、月
つき

に１度
１ ど

は様子
ようす

を見
み

に帰って
かえって

くる。 週
しゅう

３回
３かい

、訪 問
ほうもん

介護
かいご

の買 物
かいもの

代 行
だいこう

や部屋
へ や

の掃除
そうじ

などの生 活
せいかつ

援 助
えんじょ

を利用
りよう

している。A さんはできるだけ自分
じぶん

のことは自分
じぶん

で行 い
おこない

、このまま

自宅
じたく

での生 活
せいかつ

を継 続
けいぞく

したいと希望
きぼう

している。訪 問
ほうもん

介護員
かいごいん

が訪 問
ほうもん

したときに、A さんは一人暮らし
ひとりぐらし

を

続ける
つづける

ことが不安
ふあん

であると告げた
つ げ た

。 

A さんに対する
たいする

訪 問
ほうもん

介護員
かいごいん

の応 答
おうとう

対 応
たいおう

として、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 「訪 問
ほうもん

介護
かいご

を毎 日
まいにち

利用
りよう

したらどうですか」 

２ 「一人暮らし
ひとりぐらし

は大 変
たいへん

なので息子
むすこ

さんと同 居
どうきょ

したらどうですか」 

３ 「また転ぶ
ころぶ

かもしれないと思って
おもって

いるのですか」 

４ 「施設
しせつ

に 入 居
にゅうきょ

することを考えたら
かんがえたら

どうですか」 

５ 「手
て

すりをつけたし、段差
だんさ

もなくしたので転びま
ころびま

せんよ」 

 

 

  



人間
にんげん

関係
かんけい

とコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

 

 

問 題
もんだい

３ 利用者
りようしゃ

とのコミュニケーション場面
こ み ゅ に け ー し ょ ん ば め ん

で、介護
かいご

福祉
ふくし

職
しょく

が行 う
おこなう

自己
じ こ

開示
かいじ

の目 的
もくてき

として、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ ジョハリ
じ ょ は り

の窓
まど

（Johari window）の「解 放
かいほう

された部分
ぶぶん

（open area）」狭く
せまく

するために行 う
おこなう

。 

２ 自己
じ こ

を深く
ふかく

分 析
ぶんせき

し、客 観 的
きゃっかんてき

に理解
りかい

するために行 う
おこなう

。 

３ 利用者
りようしゃ

が自分
じぶん

自身
じしん

の 情 報
じょうほう

を開示
かいじ

するために行 う
おこなう

。 

４ 利用者
りようしゃ

との信 頼
しんらい

関 係
かんけい

を評 価
ひょうか

するために行 う
おこなう

。 

５ 利用者
りようしゃ

との信 頼
しんらい

関 係
かんけい

を形 成
けいせい

するために行 う
おこなう

。 

 

 

問 題
もんだい

 4 介護
かいご

福祉
ふくし

職
しょく

によるアサーティブ
あ さ ー て ぃ ぶ

・コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

（assertive communication）として、 

最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

1 利用者
りようしゃ

の 要 求
ようきゅう

は、何
なに

も言わず
い わ ず

にそのまま受け入れる
う け い れ る

。 

2 利用者
りようしゃ

から苦 情
くじょう

を言われた
い わ れ た

ときは、沈 黙
ちんもく

して我慢
がまん

する。 

3 利用者
りようしゃ

を説 得
せっとく

して介護
かいご

福祉
ふくし

職
しょく

の都合
つごう

に合わせて
あ わ せ て

もらう。 

4 介護
かいご

福祉
ふくし

職
しょく

の提 案
ていあん

に従 う
したがう

ことが利用者
りようしゃ

の利益
りえき

になると伝える
つたえる

。 

5 利用者
りようしゃ

の思い
おもい

を 尊 重
そんちょう

しながら、介護
かいご

福祉
ふくし

職
しょく

の意見
いけん

を 率 直
そっちょく

に伝える
つたえる

。 

 

 

問 題
もんだい

 5 リーダー
り ー だ ー

・管理者
かんりしゃ

とメンバー
め ん ば ー

（部下
ぶ か

）とのコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

に関する
かんする

次
つぎ

の記 述
きじゅつ

のうち、適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

1 リーダー
り ー だ ー

は経 験
けいけん

があるので、メンバー
め ん ば ー

から学ぶ
まなぶ

ことはない。 

2 事
じ

故
こ

や家族
かぞく

の苦 情
くじょう

において、その 状 況
じょうきょう

や関 係 性
かんけいせい

の確 認
かくにん

を行わず
おこなわず

に対 応
たいおう

をした。 

3 チーム内
ちーむない

の課題
かだい

達 成
たっせい

のためには、リーダー
り ー だ ー

が先 頭
せんとう

にたち、権威的
けんいてき

にチーム
ち ー む

を引っ張って
ひ っ ぱ っ て

いく。 

4 メンバー
め ん ば ー

（部下
ぶ か

）の良い
よ い

ところ（強み
つよみ

）を知り
し り

、伸ばす
の ば す

ことを心がける
こころがける

。 

5 メンバー
め ん ば ー

（部下
ぶ か

）の相 談
そうだん

に乗り
の り

、解 決
かいけつ

方 法
ほうほう

を指示
し じ

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



問 題
もんだい

 6  介護
かいご

福祉
ふくし

職
しょく

は B さんから、「認 知 症
にんちしょう

 (dementia)の母
はは

の介護
かいご

がなぜかうまくいかない。 深夜
しんや

に徘 徊
はいかい

するので、心 身
しんしん

共
とも

に疲れて
つかれて

きた」と相 談
そうだん

された。 介護
かいご

福祉
ふくし

職
しょく

は、「落ち込んで
お ち こ ん で

いてはダメ
だ め

です

よ。 元気
げんき

を出して
だ し て

頑張って
がんばって

ください」と B さんに言った
い っ た

。後日
ごじつ

、介護
かいご

福祉
ふくし

職
しょく

は B さんに対する
たいする

自身
じしん

の発 言
はつげん

を振り返り
ふりかえり

、不適切
ふてきせつ

だったと反 省
はんせい

した。介護
かいご

福祉
ふくし

職
しょく

は B さんに対して
たいして

どのような返 答
へんとう

をすればよかった

のか、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

1 「お母さん
おかあさん

に施設
しせつ

へ 入 所
にゅうしょ

してもらうことを検 討
けんとう

してはどうですか」 

2 「 私
わたし

も疲れて
つかれて

いるので、よくわかります」 

3 「認 知 症
にんちしょう

(dementia)の方
かた

を介護
かいご

しているご家族
ごかぞく

は、皆さん
みなさん

疲れて
つかれて

いますよ」 

4 「近 所
きんじょ

の人
ひと

に助けて
たすけて

もらえるように、 私
わたし

から言って
い っ て

おきます」 

5 「お母さん
おかあさん

のために頑張って
がんばって

きたんですね」 

 

  



社会
しゃかい

の理解
り か い

 

 

問 題
もんだい

７ 地域
ちいき

包 括
ほうかつ

ケアシステム
け あ し す て む

での、自助
じじょ

・互助
ごじょ

・ 共 助
きょうじょ

・公
こう

助
じょ

に関する
かんする

次
つぎ

の記 述
きじゅつ

のうち、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 自助
じじょ

は、公 的
こうてき

扶助
ふじょ

を利用
りよう

して、自 ら
みずから

生 活
せいかつ

を維持
い じ

することを言う
い う

。 

２ 互助
ごじょ

は、社 会
しゃかい

保険
ほけん

のように制度化
せいどか

された相互
そうご

扶助
ふじょ

をいう。 

３ 共 助
きょうじょ

は、社 会
しゃかい

保 障
ほしょう

制度
せいど

に含まれない
ふくまれない

。 

４ 公
こう

助
じょ

は、自助
じじょ

・互助
ごじょ

・ 共 助
きょうじょ

では対 応
たいおう

できない生 活
せいかつ

困 窮
こんきゅう

等
など

に対 応
たいおう

する。 

５ 共 助
きょうじょ

は、近 隣
きんりん

住 民
じゅうみん

同士
どうし

の支え合い
ささえあい

をいう。 

 

 

問 題
もんだい

 8 日本
にほん

の社 会
しゃかい

保険
ほけん

制度
せいど

に関する
かんする

次
つぎ

の記 述
きじゅつ

のうち、適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 加 入
かにゅう

は個人
こじん

が選 択
せんたく

できる。 

２ 保 険 料
ほけんりょう

だけで運 営
うんえい

され、公費
こうひ

負担
ふたん

は行われない
おこなわれない

。 

３ 医 療
いりょう

保険
ほけん

、年 金
ねんきん

保険
ほけん

、雇用
こよう

保険
ほけん

、労 災
ろうさい

保険
ほけん

、介護
かいご

保険
ほけん

の 5
いつ

つ
つ

である。 

４ 給 付
きゅうふ

の形 態
けいたい

は、現 金
げんきん

給 付
きゅうふ

に限られる
かぎられる

。 

５ 保 険 料
ほけんりょう

は、加 入 者
かにゅうしゃ

個人
こじん

のリスク
り す く

に見合った
み あ っ た

額
がく

になる。 

 

 

問 題
もんだい

 9 生 活
せいかつ

保護
ほ ご

の種 類
しゅるい

に関する
かんする

次
つぎ

の記 述
きじゅつ

のうち、正しい
ただしい

ものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 住 宅
じゅうたく

に 困 窮
こんきゅう

している被
ひ

保護者
ほごしゃ

は、 住 宅
じゅうたく

扶助
ふじょ

で公 営
こうえい

住 宅
じゅうたく

の一 室
いっしつ

を現 物
げんぶつ

支 給
しきゅう

される。 

２ 医 療
いりょう

扶助
ふじょ

は、治療費
ちりょうひ

や入 院 費
にゅういんひ

などの 領 収 証
りょうしゅうしょう

をもとに、その額
がく

を現 金
げんきん

で支 給
しきゅう

するものである。 

３ 被
ひ

保護者
ほごしゃ

が自宅
じたく

で家族
かぞく

の介護
かいご

をしている場合
ばあい

、介護
かいご

扶助
ふじょ

が支 給
しきゅう

される。 

４ 教 育
きょういく

扶助
ふじょ

には、 給
きゅう

食 費
しょくひ

や通学費
つうがくひ

、教 科 書 代
きょうかしょだい

、高 等
こうとう

学 校
がっこう

就 学 費
しゅうがくひ

などが含まれる
ふくまれる

。 

５ 自立
じりつ

を促 進
そくしん

するため、生 業
なりわい

扶助
ふじょ

では技能
ぎのう

習 得
しゅうとく

に必 要
ひつよう

な費用
ひよう

や 就 職
しゅうしょく

支度費
したくひ

が支 給
しきゅう

される。 

 

 

問 題
もんだい

10 成 年
せいねん

後 見
こうけん

制度
せいど

に関する
かんする

次
つぎ

の記 述
きじゅつ

のうち、正しい
ただしい

ものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 成 年
せいねん

後 見
こうけん

制度
せいど

には、法 定
ほうてい

後 見
こうけん

制度
せいど

と法 定 外
ほうていがい

後 見
こうけん

制度
せいど

がある。 

２ 法 定
ほうてい

後 見
こうけん

制度
せいど

の成 年
せいねん

後 見
こうけん

の援 助
えんじょ

対 象
たいしょう

は、身 体 上
しんたいじょう

の 障 害
しょうがい

により自己
じ こ

弁護
べんご

・ 表 現
ひょうげん

能 力
のうりょく

が

十 分
じゅうぶん

でない人
ひと

である。 

３ 法 定
ほうてい

後 見
こうけん

制度
せいど

の補助
ほじょ

の援 助
えんじょ

対 象
たいしょう

は、事理
じ り

を弁 識
べんしき

する 能 力
のうりょく

が不 十 分
ふじゅうぶん

な人
ひと

とされており、家庭
かてい

裁 判 所
さいばんしょ

で鑑 定
かんてい

する。 

４ 成 年
せいねん

後 見 人
こうけんにん

は、本 人
ほんにん

の生 活
せいかつ

全 般
ぜんぱん

にわたる法 律
ほうりつ

行為
こうい

を代理
だいり

できる。 

５ 成
せい

年
ねん

後 見 人
こうけんにん

が代理権
だいりけん

を濫 用
らんよう

しないよう、任意
にんい

後 見
こうけん

制度
せいど

が設けられて
もうけられて

いる。 

 



問 題
もんだい

11 災 害
さいがい

時
じ

の避難所
ひなんじょ

に関する
かんする

次
つぎ

の記 述
きじゅつ

のうち、適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 介護
かいご

保険法
ほけんほう

に基づいて
もとづいて

指定
してい

される避難所
ひなんじょ

である。 

２ 医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

を必 要
ひつよう

とする者
もの

は 対 象
たいしょう

にならない。 

３ 訪 問
ほうもん

介護員
かいごいん

（ホームヘルパー
ほ ー む へ る ぱ ー

）が災 害
さいがい

対 策
たいさく

基本法
きほんほう

に基づき
もとづき

派遣
はけん

される。 

４ 同 行
どうこう

援護
えんご

のヘルパー
へ る ぱ ー

が、災 害
さいがい

救 助 法
きゅうじょほう

に基づき
もとづき

派遣
はけん

される。 

５ 介護
かいご

老 人
ろうじん

福祉
ふくし

施設
しせつ

の入 所 者
にゅうしょしゃ

は、原 則
げんそく

として福祉
ふくし

避難所
ひなんじょ

の対 象 外
たいしょうがい

である。 

 

 

問 題
もんだい

 12 介護
かいご

保険法
ほけんほう

第 1 条
だい じょう

に規定
きてい

されている内 容
ないよう

に関する
かんする

次
つぎ

の記 述
きじゅつ

のうち、正しい
ただしい

ものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 高 齢
こうれい

社 会
しゃかい

対 策
たいさく

の基本
きほん

理念
りねん

や基本
きほん

となる事項
じこう

を定める
さだめる

。 

２ 福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

利用者
りようしゃ

の利益
りえき

の保護
ほ ご

及び
および

地域
ちいき

福祉
ふくし

の推 進
すいしん

を図る
はかる

。 

３ 介護
かいご

が必 要
ひつよう

となった者
もの

等
とう

が尊 厳
そんげん

を保持
ほ じ

し、その有する
ゆうする

能 力
のうりょく

に応じ
おうじ

自立
じりつ

した 日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

を営める
いとなめる

よ

う、保険
ほけん

給 付
きゅうふ

を行 う
おこなう

。 

４ 疾 病
しっぺい

、負 傷
ふしょう

もしくは死亡
しぼう

又
また

は 出 産
しゅっさん

に関して
かんして

保険
ほけん

給 付
きゅうふ

を行 う
おこなう

。 

５ 老 人
ろうじん

の福祉
ふくし

に関する
かんする

原理
げんり

を明らか
あきらか

にし、老 人
ろうじん

に対し
たいし

、心 身
しんしん

の健 康
けんこう

の保持
ほ じ

及び
および

生 活
せいかつ

の安 定
あんてい

のために

必 要
ひつよう

な措置
そ ち

を講じる
こうじる

。 

 

 

問 題
もんだい

13 介護
かいご

保険法
ほけんほう

に基づき
もとづき

、都道府県
とどうふけん

・指定
してい

都市
と し

・ 中 核
ちゅうかく

市
し

が指定
してい

（許可
きょか

）、監 督
かんとく

を行 う
おこなう

サービス
さ ー び す

と

して、正しい
ただしい

ものを１つ
ひとつ

選びな
えらびな

さい。 

１ 地域
ちいき

密 着 型
みっちゃくがた

介護
かいご

サービス
さ ー び す

 

２ 居宅介護支援
きょたくかいごしえん

 

３ 夜間対応型訪問介護
やかんたいおうがたほうもんかいご

 

４ 介護
かいご

予防
よぼう

支援
しえん

 

５ 施設
しせつ

サービス
さ ー び す

 

 

 

問 題
もんだい

14「2022年
ねん

（令和
れいわ

4年
ねん

）国 民
こくみん

生 活
せいかつ

基礎
き そ

調 査
ちょうさ

」（厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

）による日本
にほん

の家族
かぞく

や世帯
せたい

に

関する
かんする

次
つぎ

の記 述
きじゅつ

のうち、正しい
ただしい

ものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 65歳
さい

以 上
いじょう

の者
もの

のいる世帯
せたい

における「三
さん

世代
せだい

世帯
せたい

」の割 合
わりあい

は、３０％を上回って
うわまわって

いる。 

２ 65歳
さい

以 上
いじょう

の「単 独
たんどく

世帯
せたい

」では、女 性
じょせい

よりも男 性
だんせい

が多い
おおい

。 

３ 世帯
せたい

類 型 別
るいけいべつ

における「母子
ぼ し

世帯
せたい

」の割 合
わりあい

は、５％を上回って
うわまわって

いる。 

４ 65歳
さい

以 上
いじょう

の者
もの

のいる世帯
せたい

では、「夫婦
ふうふ

のみの世帯
せたい

」が最 も
もっとも

多い
おおい

。 

５ 1世帯
せたい

当たり
あ た り

の平 均
へいきん

世帯
せたい

人 員
じんいん

は、3.5人
にん

を超えて
こ え て

いる。 

 



問 題
もんだい

 15 近 年
きんねん

、人
ひと

と人
ひと

、人
ひと

と社 会
しゃかい

とがつながり、一人
ひとり

ひとりが生きがい
い き が い

や役 割
やくわり

をもち、助け合い
たすけあい

なが 

ら暮らし
く ら し

ていくことのできる、包 摂 的
ほうせつてき

なコミュニティ
こ み ゅ に て ぃ

、地域
ちいき

や社 会
しゃかい

を創る
つくる

という考 え 方
かんがえかた

が示されて
しめされて

いる。 

この考 え 方
かんがえかた

を表 す
あらわす

ものとして、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

1  ナショナルミニマム
な し ょ な る み に ま む

（national minimum） 

2  バリアフリー
ば り あ ふ り ー

社 会
しゃかい

 

3  介護
かいご

の社会化
しゃかいか

 

4  生 涯
しょうがい

現 役
げんえき

社 会
しゃかい

 

5  地域
ちいき

共 生
きょうせい

社 会
しゃかい

 

 

 

問 題
もんだい

 16 Ｅさん（30
３０

歳
さい

、女 性
じょせい

、知的
ちてき

障 害
しょうがい

、 障 害
しょうがい

支援
しえん

区分
くぶん

2
２

）は、現 在
げんざい

、 日 中
にっちゅう

は特 例
とくれい

子会社
こがいしゃ

で 

働 き
はたらき

、 共 同
きょうどう

生 活
せいかつ

援 助
えんじょ

（グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

）で生 活
せいかつ

している。今後
こんご

、一人暮らし
ひとりぐらし

をしたいと思って
おもって

いる 

が、初めて
はじめて

なので不安
ふあん

もある。次
つぎ

のうち、Ｅさんが安 心
あんしん

して一人暮らし
ひとりぐらし

をするために利用
りよう

するサービス
さ ー び す

とし 

て、適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

1 行 動
こうどう

援護
えんご

 

2 同行援護
どうこうえんご

 

3 自立訓練
じりつくんれん

（機能訓練
きのうくんれん

） 

4 自立
じりつ

生 活
せいかつ

援 助
えんじょ

 

5 就 労
しゅうろう

継 続
けいぞく

支援
しえん

 

 

 

問 題
もんだい

 17「障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

支援法
しえんほう

」の規定
きてい

により、地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

が設置
せっち

する 協
きょう

議会
ぎかい

の機能
きのう

として、

最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１  障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

の策 定
さくてい

 

２  相 談
そうだん

支援
しえん

事 業 所
じぎょうしょ

に対する
たいする

評 価
ひょうか

 

３  障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

利用者
りようしゃ

の個別
こべつ

支援
しえん

計 画
けいかく

の策 定
さくてい

 

４  障 害 者
しょうがいしゃ

からの苦 情
くじょう

の解 決
かいけつ

 

５  障 害 者
しょうがいしゃ

等
など

への支援
しえん

体 制
たいせい

に関する
かんする

課題
かだい

についての 情 報
じょうほう

共 有
きょうゆう

 

 

 

問 題
もんだい

18 「高 齢 者
こうれいしゃ

虐 待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

」に関する
かんする

次
つぎ

の記 述
きじゅつ

のうち、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 虐 待
ぎゃくたい

が起こる
お こ る

場
ば

として、家庭
かてい

、施設
しせつ

、 病 院
びょういん

の３つが規定
きてい

されている。 

２ 対 象
たいしょう

は、介護
かいご

保険
ほけん

制度
せいど

の施設
しせつ

サービス
さ ー び す

利用者
りようしゃ

とされている。 

３ 徘 徊
はいかい

しないように 車
くるま

いすに固定
こてい

することは、身 体
しんたい

拘 束
こうそく

には当たらない
あ た ら な い

。 

４ 虐 待
ぎゃくたい

の認 定
にんてい

は、警 察
けいさつ

署
しょ

が行 う
おこなう

。 

５ 虐 待
ぎゃくたい

を発 見
はっけん

した養
よう

介護
かいご

施設
しせつ

従 事 者
じゅうじしゃ

には、通 報
つうほう

する義務
ぎ む

がある。 



こころとからだのしくみ 

 

問 題
もんだい

 19 マズロー
ま ず ろ ー

（Maslow,A.）の 欲 求
よっきゅう

階 層 説
かいそうせつ

の所 属
しょぞく

・ 愛 情
あいじょう

欲 求
よっきゅう

に相 当
そうとう

するものとして、

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 自分
じぶん

の遺伝子
いでんし

の継 続
けいぞく

 

２ 生 命
せいめい

を脅かされない
おびやかされない

こと 

３ 他者
たしゃ

からの 賞 賛
しょうさん

 

４ 自分
じぶん

自身
じしん

の 向 上
こうじょう

 

５ 好意
こうい

がある他者
たしゃ

との 良 好
りょうこう

な関 係
かんけい

 

 

 

問 題
もんだい

 20 口 腔
こうくう

の清 潔
せいけつ

が保てなく
たもてなく

なる原 因
げんいん

として、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 過 食
かしょく

 

２ 口 内 炎
こうないえん

 

３ 唾液
だえき

の増加
ぞうか

 

４ 歯垢
しこう

の除 去
じょきょ

 

５ 咳
せき

反 射
はんしゃ

の亢 進
こうしん

 

 

 

問 題
もんだい

 21大 脳
だいのう

の後 頭
こうとう

葉
よう

にある機能
きのう

局 在
きょくざい

として、適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

1  視覚野
し か く や

 

2  聴覚野
ちょうかくや

 

3  運動野
うんどうや

 

4  体性感覚野
たいせいかんかくや

 

5  感覚性
かんかくせい

言語
げ ん ご

野
や

（ウェルニッケ
う ぇ る に っ け

野
や

） 

 

 

問 題
もんだい

22 廃
はい

用
よう

症 候 群
しょうこうぐん

（d i suse
ｄｉｓｕｓｅ

 syndrome
ｓｙｎｄｒｏｍｅ

）で起こる
お こ る

可能性
かのうせい

があるものとして、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なもの 

を１つ
ひとつ

選び
えらび

なさい。 

１ 関 節 炎
かんせつえん

 

２ 高 血 圧
こうけつあつ

 

３ うつ 状 態
じょうたい

 

４ 徘 徊
はいかい

 

５ 下痢
げ り

 

 

 



問題
もんだい

 23 摂食
せっしょく

・嚥下
え ん げ

のプロセス
ぷ ろ せ す

で、軟
なん

口蓋
こうがい

が拳上
けんじょう

して鼻腔
び く う

と咽
いん

頭部
と う ぶ

が閉じ
と じ

、次
つぎ

に喉頭
こうとう

が拳上
けんじょう

して喉
こう

頭蓋
とうがい

が

閉じ
と じ

、 食
しょっ

塊
かい

が 食 道
しょくどう

に運ばれる
はこばれる

時期
じ き

として、正しい
ただしい

ものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 先行期
せんこうき

 

２ 準備期
じゅんびき

 

３ 口腔期
こうくうき

 

４ 咽頭期
いんとうき

 

５ 食 道 期
しょくどうき

 

 

問 題
もんだい

24 H さん（60
６０

歳
さい

、男 性
だんせい

）は、 慎 重
しんちょう

170
１７０

㎝
せんち

、 体 重
たいじゅう

120Kg
１２０Ｋｇ

である。H
Ｈ

さんは浴 槽
よくそう

で 入 浴
にゅうよく

し 

ているときに毎 回
まいかい

「お風呂
お ふ ろ

につかると、からだが軽く
かるく

感じて
かんじて

楽
らく

になります」と話す
はなす

。胸
むね

が苦しい
くるしい

など、他
ほか

の 

訴 え
うったえ

はない。 

 H さんが話して
はなして

いる内 容
ないよう

に関 連
かんれん

する 入 浴
にゅうよく

の作用
さよう

として、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 静水圧作用
せいすいあつさよう

 

２ 温熱作用
おんねつさよう

 

３ 浮力作用
ふりょくさよう

 

４ 清潔作用
せいけつさよう

 

５ 代謝作用
たいしゃさよう

 

 

 

問 題
もんだい

 25 良
りょう

肢
し

位
い

に関する
かんする

次
つぎ

の記 述
きじゅつ

のうち、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

1  A D L
えーでいえる

（Activities of Daily Living： 日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

動作
どうさ

）に最 も
もっとも

支 障
ししょう

が少ない
すくない

姿勢
しせい

である。   

2  肘
ひじ

関 節
かんせつ

を伸ばした
の ば し た

姿勢
しせい

である。   

3  つま先
つまさき

が下
した

を向いた
む い た

姿勢
しせい

である。    

4  拘
こう

縮
しゅく

を起こしやすい
お こ し や す い

姿勢
しせい

である。    

5  クッション
く っ し ょ ん

を用いた
もちいた

保持
ほ じ

は避ける
さ け る

。 

 

 

問 題
もんだい

 26 G さん（83歳
さい

、女 性
じょせい

）は、認知
にんち

機能
きのう

は 正 常
せいじょう

で、 日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

は杖
つえ

歩行
ほこう

で自立
じりつ

し 外 出
がいしゅつ

もして

いた。最 近
さいきん

、 外 出
がいしゅつ

が減った
へ っ た

ため理由
りゆう

を尋ねた
たずねた

ところ、咳
せき

やくしゃみで 尿
にょう

が漏れる
も れ る

ことが多い
おおい

ため 外 出
がいしゅつ

を控えて
ひかえて

いると言った
い っ た

。 

G さんの 尿
にょう

失 禁
しっきん

として、適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 機能性尿失禁
きのうせいにょうしっきん

 

２ 腹圧性尿失禁
ふくあつせいにょうしっきん

 

３ 溢 流 性
いつりゅうせい

尿
にょう

失 禁
しっきん

 

４ 反 射 性
はんしゃせい

尿
にょう

失 禁
しっきん

 

５ 切 迫 性
せっぱくせい

尿
にょう

失 禁
しっきん

 



問 題
もんだい

 27 次
つぎ

のうち、ブリストル便
ぶ り す と る べ ん

性 状
せいじょう

スケール
す け ー る

の普通便
ふつうべん

に該 当
がいとう

するものとして、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを 

１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

1 水 様 便
すいようべん

 

2 硬い
かたい

便
べん

 

3 泥 状 便
でいじょうべん

 

4 コロコロ便
ころころべん

 

5 やや軟らかい
やわらかい

便
べん

 

 

 

問 題
もんだい

 28 睡 眠
すいみん

に関する
かんする

次
つぎ

の記 述
きじゅつ

のうち、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 加齢
かれい

に伴って
ともなって

睡 眠
すいみん

時間
じかん

は短 く
みじかく

なる。 

２ 睡 眠
すいみん

障 害
しょうがい

の多く
おおく

は遺伝性
いでんせい

である。 

３ 過眠
かみん

は睡 眠
すいみん

時間
じかん

が長く
ながく

なることをいう。 

４ 睡 眠 中
すいみんちゅう

は体 温
たいおん

が 上 昇
じょうしょう

する。 

５ 睡 眠
すいみん

周 期
しゅうき

は約
やく

60
６０

分
ぷん

である。 

 

 

問 題
もんだい

 29 終 末 期
しゅうまつき

に自分
じぶん

が望む
のぞむ

ケア
け あ

をあらかじめ書 面
しょめん

に示して
しめして

おくことを表 す
あらわす

用語
ようご

として、正しい
ただしい

もの

を１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ ターミナルケア
た ー み な る け あ

 

２ インフォームドコンセント
い ん ふ ぉ ー む ど こ ん せ ん と

 

３ リビングウィル
り び ん ぐ う ぃ る

 

４ デスカンファレンス
で す か ん ふ ぁ れ ん す

 

５ グリーフケア
ぐ り ー ふ け あ

 

 

 

問 題
もんだい

３０ 死
し

が近づいて
ちかづいて

いるときの身体
からだ

の変化
へんか

として、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 瞳 孔
どうこう

の 縮 小
しゅくしょう

 

２ 筋 肉
きんにく

の 硬 直
こうちょく

 

３ 喘 鳴
ぜんめい

 

４ 発 汗
はっかん

 

５ 結 膜
けつまく

の 充 血
じゅうけつ

 

 

  



発達
はったつ

と老化
ろ う か

の理解
り か い

 

 

問 題
もんだい

31 スキャモン
す き ゃ も ん

（Scammon
Ｓｃａｍｍｏｎ

,R
Ｒ

.E
Ｅ

）の発 達
はったつ

曲 線
きょくせん

に関する
かんする

次
つぎ

の記 述
きじゅつ

のうち、適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 神 経
しんけい

系
けい

の組織
そしき

は、４歳
４さい

ごろから 急 速
きゅうそく

に発 達
はったつ

する。 

２ 生 殖 器
せいしょくき

系
けい

の組織
そしき

は、12
１２

歳
さい

ごろから 急 速
きゅうそく

に発 達
はったつ

する。 

３ 筋
きん

骨 格
こつかく

系
けい

の組織
そしき

は、４歳
４さい

ごろから 急 速
きゅうそく

に発 達
はったつ

する。 

４ 循 環 器
じゅんかんき

系
けい

の組織
そしき

は、20
２０

歳
さい

ごろから 急 速
きゅうそく

に発 達
はったつ

する。 

５ リンパ
り ん ぱ

系
けい

の組織
そしき

は、20
２０

歳
さい

ごろから 急 速
きゅうそく

に発 達
はったつ

する。 

 

 

問 題
もんだい

32 幼稚
ようち

園児
えんじ

のJ
Ｊ

さん（6
６

歳
さい

、男 性
だんせい

）には、広 汎 性
こうはんせい

発 達
はったつ

障 害
しょうがい

（pervasive developmental  

disorders）がある。砂場
すなば

で砂
すな

だんごを作り
つくり

、きれいに並べる
ならべる

ことが好き
す き

で、毎 日
まいにち

、一人
ひとり

で砂
すな

だんごを 

つくり続
つくりつづ

けて
け て

いる。 

 ある日
ひ

、園児
えんじ

が帰宅
きたく

した後
あと

に、担 任
たんにん

が台 風
たいふう

に備えて
そなえて

砂場
すなば

に青い
あおい

シート
し ー と

をかけておいた。翌 朝
よくあさ

、登 園
とうえん

し 

た J さんが、いつものように砂場
すなば

にいくと、青い
あおい

シート
し ー と

がかかっていた。J さんはパニック
ぱ に っ く

になり、その場
ば

で 

泣
な

き続け
きつづけ

、なかなか落ち着く
お ち つ く

ことができなかった。 

 担 任
たんにん

は、J さんにどのような対 応
たいおう

すればよかったのか、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 前 日
ぜんじつ

に、「あしたは、台 風
たいふう

がくるよ」と伝える
つたえる

。 

２ 前 日
ぜんじつ

に、「あしたは、台 風
たいふう

がくるので砂場
すなば

は使えない
つかえない

よ」と伝える
つたえる

。 

３ 前 日
ぜんじつ

に、「あしたは、おだんご屋
ご や

さんは閉 店
へいてん

です」と伝える
つたえる

。 

４ その場
ば

で、「今日
きょう

は、砂場
すなば

はつかえないよ」と伝える
つたえる

。 

５ その場
ば

で、「今日
きょう

は、おだんご屋
ご や

さんは閉 店
へいてん

です」と伝える
つたえる

。 

 

 

問 題
もんだい

 33 記憶
きおく

に関する
かんする

次
つぎ

の記 述
きじゅつ

のうち、適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

1 エピソード
え ぴ そ ー ど

記憶
きおく

は、短期
たんき

記憶
きおく

に分 類
ぶんるい

される。 

2 意味
い み

記憶
きおく

は、言葉
ことば

の意味
い み

などに関する
かんする

記憶
きおく

である。 

3 手続き
てつづき

記憶
きおく

は、過去
か こ

の出来事
できごと

に関する
かんする

記憶
きおく

である。 

4 エピソード
え ぴ そ ー ど

記憶
きおく

は、老化
ろうか

に 影 響
えいきょう

されにくい。 

5 意味
い み

記憶
きおく

は、老化
ろうか

に 影 響
えいきょう

されやすい。 

 

 

 

 

 



問 題
もんだい

 34 高 齢 者
こうれいしゃ

の疾 患
しっかん

の 特 徴
とくちょう

として、適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 症 状
しょうじょう

が定 型 的
ていけいてき

である。 

２ うつ 症 状
しょうじょう

は伴わない
ともなわない

。 

３ 複 数
ふくすう

疾 患
しっかん

の合 併
がっぺい

は少ない
すくない

。 

４ 環 境
かんきょう

因子
いんし

の 影 響
えいきょう

を受けにくい
う け に く い

。 

５ 生 活
せいかつ

の質
しつ

（ＱＯＬ）への 影 響
えいきょう

が大きい
おおきい

。 

 

 

問題
もんだい

 35 加齢
か れ い

に伴う
ともなう

身体
しんたい

機能
き の う

の低下
て い か

を感じて
か ん じ て

いる高齢者
こうれいしゃ

の心理
し ん り

に関する
か ん す る

次
つぎ

の記述
きじゅつ

のうち、正しい
た だ し い

ものを１つ
ひとつ

選びなさい
え ら び な さ い

。 

１ 身 体
しんたい

機能
きのう

の低下
ていか

に対する
たいする

不安
ふあん

や悲しみ
かなしみ

を、自分
じぶん

が経 験
けいけん

しているのではなく、友 人
ゆうじん

のことだと考える
かんがえる

こ

とで心理的
しんりてき

安 定
あんてい

を図ろう
はかろう

とすることを、抑 圧
よくあつ

という。 

２ 受け身的
うけみてき

で、子ども
こ ど も

のように振る舞う
ふ る ま う

ことで心理的
しんりてき

安 定
あんてい

を図ろう
はかろう

とすることを、投 影
とうえい

という。 

３ 身 体
しんたい

機能
きのう

の低下
ていか

の代わり
か わ り

に、認知的
にんちてき

な活 動
かつどう

での優 越 感
ゆうえつかん

を持つ
も つ

ことで心理的
しんりてき

安 定
あんてい

を図ろう
はかろう

とすること

を、補 償
ほしょう

という。 

４ 身 体
しんたい

機能
きのう

を使う
つかう

場面
ばめん

を避けて
さ け て

、ひきこもることで心理的
しんりてき

安 定
あんてい

を図ろう
はかろう

とすることを、退 行
たいこう

という。 

５ 身 体
しんたい

機能
きのう

の低下
ていか

に対する
たいする

不安
ふあん

や悲しみ
かなしみ

を、無意識的
むいしきてき

に抑える
おさえる

ことで心理的
しんりてき

に安 定
あんてい

を図ろう
はかろう

とすること

を、逃避
とうひ

という。 

 

 

問 題
もんだい

 36 B さん（68
６８

歳
さい

、女 性
じょせい

）は、３か月前
３かげつまえ

から、自宅
じたく

の階 段
かいだん

を昇り降り
のぼりおり

するときに、 両 膝
りょうひざ

の痛み
いたみ

が

強く
つよく

なってきた。整 形
せいけい

外科
げ か

を受 診
じゅしん

したところ、変 形 性
へんけいせい

膝
ひざ

関 節 症
かんせつしょう

と診 断
しんだん

された。B さんの 身 長
しんちょう

は

153cm、 体 重
たいじゅう

は 75kg である。 

B さんの 日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

の留 意 点
りゅういてん

として、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 歩行
ほこう

を控える
ひかえる

。 

２ 正座
せいざ

で座る
すわる

。 

３ 膝
ひざ

を冷やす
ひ や す

。 

４ 体 重
たいじゅう

を減らす
へ ら す

。 

５ 杖
つえ

は使わない
つかわない

。 

 

 

 

 

 

 

 

 



問 題
もんだい

 37 Ｈさん（75
７５

歳
さい

、男 性
だんせい

）は、一人暮らし
ひとりぐらし

であるが、隣 人
りんじん

と共
とも

に社 会
しゃかい

活 動
かつどう

にも積 極 的
せっきょくてき

に 

参加
さんか

し、ゲートボール
げ ー と ぼ ー る

や詩吟
しぎん

、 芸 術
げいじゅつ

活 動
かつどう

など多く
おおく

の趣味
しゅみ

をもっている。また、多く
おおく

の友 人
ゆうじん

から、「Ｈさん 

は、毎 日
まいにち

を有意義
ゆういぎ

に生 活
せいかつ

している」と評 価
ひょうか

されている。Ｈさん自身
じしん

も友 人
ゆうじん

関 係
かんけい

に満 足
まんぞく

している。 

ライチャード
ら い ち ゃ ー ど

（Reichard, S.）による老齢期
ろうれいき

の性 格
せいかく

類 型
るいけい

のうち、Ｈさんに相 当
そうとう

するものとして、適 切
てきせつ

な 

ものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

1  自責型
じせきがた

 

2  防 衛 型
ぼうえいがた

（装 甲 型
そうこうがた

） 

3  憤 慨 型
ふんがいがた

 

4  円 熟 型
えんじゅくがた

 

5  依存型
いぞんがた

（安 楽
あんらく

いす型
がた

） 

 

 

問 題
もんだい

38 高齢期
こうれいき

の腎
じん

・泌
ひ

尿 器
にょうき

系
けい

の 状 態
じょうたい

や変化
へんか

に関する
かんする

記 述
きじゅつ

のうち、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 尿 路
にょうろ

感 染 症
かんせんしょう

（urinary tract infection）を起こす
お こ す

ことは非 常
ひじょう

に少ない
すくない

。 

２ 腎盂
じんう

腎 炎
じんえん

（Pyelonephritis）の主
おも

な 症 状
しょうじょう

は、頭痛
ずつう

である。 

３ 尿
にょう

の 濃 縮 力
のうしゅくりょく

が低下
ていか

する。 

４ 前 立 腺
ぜんりつせん

肥
ひ

大 症
だいしょう

（prostatic hypertrophy）では、 尿 道
にょうどう

の痛み
いたみ

がある。 

５ 薬 物
やくぶつ

が 排 出
はいしゅつ

される時間
じかん

は、短 く
みじかく

なる。 

  



認知症
にんちしょう

の理解
り か い

 

 

問 題
もんだい

 39 次
つぎ

のうち、2019
２０１９

年
ねん

（令和
れいわ

元 年
がんねん

）の認 知 症
にんちしょう

施策
しさく

推 進
すいしん

大 綱
たいこう

の5
５

つの 柱
はしら

に示されて
しめされて

いるものと 

して、適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさ
えらびなさ

い。 

1  市民
しみん

後 見 人
こうけんにん

の活 動
かつどう

推 進
すいしん

への体 制
たいせい

整備
せいび

 

2  普 及
ふきゅう

啓 発
けいはつ

・本 人
ほんにん

発 信
はっしん

支援
しえん

 

3  若 年 性
じゃくねんせい

認 知 症
にんちしょう

支援
しえん

ハンドブック
は ん ど ぶ っ く

の配布
はいふ

 

4  認 知 症
にんちしょう

初期
しょき

集 中
しゅうちゅう

支援
しえん

チーム
ち ー む

の設置
せっち

 

5  認 知 症
にんちしょう

カフェ
か ふ ぇ

等
とう

を全市
ぜんし

町 村
ちょうそん

に普 及
ふきゅう

 

 

 

問 題
もんだい

 40 認 知 症
にんちしょう

の原 因
げんいん

となる疾 患
しっかん

の 特 徴
とくちょう

として、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ アルハイマー型
あ る は い ま ー が た

認 知 症
にんちしょう

では、早期
そうき

から 尿
にょう

失 禁
しっきん

が認められる
みとめられる

。 

２ アルツハイマー型
あ る つ は い ま ー が た

認 知 症
にんちしょう

では、巣
そう

病 状
びょうじょう

は見られない
み ら れ な い

。 

３ レビー
れ び ー

小 体 型
しょうたいがた

認 知 症
にんちしょう

では、人 格
じんかく

が大きく
おおきく

変化
へんか

する。 

４ レビー
れ び ー

小 体 型
しょうたいがた

認 知 症
にんちしょう

では、運 動
うんどう

機能
きのう

障 害
しょうがい

は見られない
み ら れ な い

。 

５ クロイツフェルト
く ろ い つ ふ ぇ る と

・ヤコブ病
やこぶびょう

では、進 行
しんこう

が速く
はやく

、１年
１ねん

以内
いない

の死亡例
しぼうれい

も多い
おおい

。 

 

問 題
もんだい

41 次
つぎ

の記 述
きじゅつ

のうち、若 年 性
じゃくねんせい

認 知 症
にんちしょう

（dementia with early onset）の 特 徴
とくちょう

として、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 高 齢
こうれい

の認 知 症
にんちしょう

（dementia）に比べて
くらべて

、 症 状
しょうじょう

の進 行
しんこう

は緩やか
ゆるやか

なことが多い
おおい

。 

２ 男 性
だんせい

よりも女 性
じょせい

の発 症 者
はっしょうしゃ

が多い
おおい

。 

３ 50歳 代
さいだい

よりも 30歳 代
さいだい

の有 病 率
ゆうびょうりつ

が高い
たかい

。 

４ 特 定
とくてい

健 康
けんこう

診 断
しんだん

で発 見
はっけん

されることが多い
おおい

。 

５ 高 齢
こうれい

の認 知 症
にんちしょう

（dementia）に比べて
くらべて

、 就 労
しゅうろう

支援
しえん

が必 要
ひつよう

になる。 

 

 

問題
もんだい

 42 加齢
か れ い

による物忘れ
ものわすれ

と比べた
く ら べ た

ときの、認知症
にんちしょう

(dementia
ｄｅｍｅｎｔｉａ

)による物忘れ
ものわすれ

の特徴
とくちょう

として、最も
もっとも

適切
てきせつ

なもの

を１つ
ひとつ

選びなさい
え ら び な さ い

。 

１ 見 当
けんとう

識
しき

障 害
しょうがい

はない。 

２ 物忘れ
ものわすれ

の自覚
じかく

はない。 

３ 物忘れ
ものわすれ

が進 行
しんこう

しない。 

４ 日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

に明らか
あきらか

な支 障
ししょう

はない。 

５ 体 験
たいけん

の一部分
いちぶぶん

だけを思い出せない
お も い だ せ な い

。 

 

 



問 題
もんだい

 43 認知
にんち

機能
きのう

障 害
しょうがい

に関する
かんする

次
つぎ

の記 述
きじゅつ

のうち、正しい
ただしい

ものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 記憶
きおく

障 害
しょうがい

では、初期
しょき

から手続き
てつづき

記憶
きおく

が 障 害
しょうがい

される。 

２ 見 当
けんとう

識
しき

障 害
しょうがい

では、人 物
じんぶつ

の認 識
にんしき

は 障 害
しょうがい

されない。 

３ 失
しっ

行
こう

では、洋 服
ようふく

をうまく着られなく
き ら れ な く

なる。 

４ 失 認
しつにん

は、視覚
しかく

や 聴 覚
ちょうかく

の 障 害
しょうがい

が原 因
げんいん

である。 

５ 実 行
じっこう

機能
きのう

の 障 害
しょうがい

では、A D L ( 日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

動作
どうさ

)は 障 害
しょうがい

されない。 

 

 

問 題
もんだい

 44 行 動
こうどう

・心理
しんり

症 状
しょうじょう

（BPSD）に関する
かんする

次
つぎ

の記 述
きじゅつ

のうち、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

 

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 徘 徊
はいかい

は、認 知 症
にんちしょう

であれば誰
だれ

にでも起こる
お こ る

。 

２ もの盗られ
と ら れ

妄 想
もうそう

は、記憶
きおく

障 害
しょうがい

とは関 係
かんけい

がない。 

３ 幻視
げんし

に関して
かんして

、本 人
ほんにん

の訴 え
うったえ

の内 容
ないよう

ははっきりしない。 

４ 興 奮
こうふん

は、ケア
け あ

の方 法
ほうほう

によって生じる
しょうじる

ことがある。 

５ 混 乱
こんらん

は、重 度
じゅうど

の認 知 症
にんちしょう

の人
ひと

には見られない
み ら れ な い

。 

 

 

問 題
もんだい

 45 認 知 症
にんちしょう

(dementia)の人
ひと

への 日 常
にちじょう

生 活 上
せいかつじょう

の支援
しえん

に関する
かんする

次
つぎ

の記 述
きじゅつ

のうち、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

な

ものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 次
つぎ

に何
なに

をすればよいか判 断
はんだん

できない人
ひと

には、ヒント
ひ ん と

を伝えて
つたえて

一人
ひとり

で考えて
かんがえて

もらう。 

２ 通 所
つうしょ

介護
かいご

を利用
りよう

する曜日
ようび

がわからない人
ひと

には、施設
しせつ

への 入 所
にゅうしょ

を勧める
すすめる

。 

３ 自分
じぶん

が今
いま

どこにいるのかわからない人
ひと

には、そのたびに場所
ばしょ

を伝える
つたえる

。 

４ 着 衣 失
ちゃくいしっ

行
こう

のある人
ひと

には、 着 脱
ちゃくだつ

のたびに介護
かいご

福祉
ふくし

職
しょく

が代わりに
か わ り に

行 う
おこなう

。 

５ 数 分 前
すうふんまえ

の出来事
できごと

を思い出せない
お も い だ せ な い

人
ひと

には、 昔
むかし

の思い出
おもいで

を聞かない
き か な い

ようにする。 

 

 

問 題
もんだい

 46 Ｃさん（80
８０

歳
さい

、女 性
じょせい

）は 夫
おっと

（85歳
さい

）と二人
ふたり

暮らし
ぐ ら し

である。1年
ねん

ほど前
ほどまえ

から記憶
きおく

障 害
しょうがい

があ

り、最 近
さいきん

、アルツハイマー型
あ る つ は い ま ー が た

認 知 症
にんちしょう

（dementia of the Alzheimer’s type）と診 断
しんだん

された。探し物
さがしもの

が

増え
ふ え

、財布
さいふ

や保 険 証
ほけんしょう

を見つけられない
み つ け ら れ な い

と、「泥 棒
どろぼう

が入った
はいった

、警 察
けいさつ

に連 絡
れんらく

して」と訴える
うったえる

ようになった。

「泥 棒
どろぼう

なんて入って
はいって

いない」と警 察
けいさつ

を呼ばず
よ ば ず

にいると、Ｃさんがますます興 奮
こうふん

するので、 夫
おっと

は対 応
たいおう

に

困って
こまって

いる。 夫
おっと

から相 談
そうだん

を受けた
う け た

介護
かいご

福祉
ふくし

職
しょく

の助 言
じょげん

として、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

1 「主治医
しゅじい

に興 奮
こうふん

を抑える
おさえる

薬
くすり

の相 談
そうだん

をしてみてはどうですか」 

2 「施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

を検 討
けんとう

してはどうですか」 

3 「Ｃさんと一 緒
いっしょ

に探して
さがして

みてはどうですか」 

4 「Ｃさんの希望
きぼう

通り
どおり

、警 察
けいさつ

に通 報
つうほう

してはどうですか」 

5 「Ｃさんに認 知 症
にんちしょう

（dementia）であることを説 明
せつめい

してはどうですか」 



問 題
もんだい

47 レビー
れ び ー

小 体 型
しょうたいがた

認 知 症
にんちしょう

（Dementia with Lewy Bodies）にもられる歩行
ほこう

障 害
しょうがい

として、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ しばらく歩く
あるく

と足
あし

にいたみを感じて
かんじて

、休みながら
やすみながら

歩く
あるく

。 

２ 最 初
さいしょ

の一歩
いっぽ

が踏み出しにくく
ふ み だ し に く く

、小刻み
こきざみ

に歩く
あるく

。 

３ 動き
うごき

がぎこちなく、酔っぱらった
よ っ ぱ ら っ た

ように歩く
あるく

。 

４ 下肢
か し

は伸 展
しんてん

し、つま先
つまさき

を引きずる
ひ き ず る

ように歩く
あるく

。 

５ 歩く
あるく

ごとに骨 盤
こつばん

が傾 き
かたむき

、腰
こし

を左右
さゆう

に振って
ふ っ て

歩く
あるく

。 

 

 

問 題
もんだい

48 認 知 症
にんちしょう

ケアパス
け あ ぱ す

に関する
かんする

次
つぎ

の記 述
きじゅつ

のうち、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

1  都道府県
とどうふけん

ごとに作られる
つくられる

ものである。 

2  介護
か い ご

保険
ほ け ん

制度
せ い ど

の地域
ち い き

密着型
みっちゃくがた

サービス
さ ー び す

の 1
ひと

つ
つ

である。 

3  認 知 症
にんちしょう

（dementia）の人
ひと

の 状 態
じょうたい

に応じた
おうじた

適 切
てきせつ

なサービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

の流れ
ながれ

をまとめたものである。 

4  レスパイトケア
れ す ぱ い と け あ

とも呼ばれる
よ ば れ る

ものである。 

5  介護
かいご

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

（ケアマネジャー
け あ ま ね じ ゃ ー

）が 中 心
ちゅうしん

になって作 成
さくせい

する。 

  



障害
しょうがい

の理解
り か い

 

 

問 題
もんだい

49 1960年 代
ねんだい

のアメリカ
あ め り か

における自立
じりつ

生 活
せいかつ

運 動
うんどう

（IL運 動
うんどう

）に関する
かんする

次
つぎ

の記 述
きじゅつ

のうち、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 障 害
しょうがい

があっても 障 害
しょうがい

のない人 々
ひとびと

と同じ
おなじ

生 活
せいかつ

を送る
おくる

。 

２ 一度
いちど

失った
うしなった

地位
ち い

、名誉
めいよ

、特 権
とっけん

などを回 復
かいふく

する。 

３ 医 療
いりょう

職
しょく

が機能
きのう

回 復
かいふく

訓 練
くんれん

を行 う
おこなう

。 

４ 障 害 者
しょうがいしゃ

の社 会
しゃかい

への完 全
かんぜん

参加
さんか

と 平 等
びょうどう

を促 進
そくしん

する。 

５ 自分
じぶん

で意思
い し

決 定
けってい

をして生 活
せいかつ

する。 

 

問 題
もんだい

 50 障 害 者
しょうがいしゃ

の法 的
ほうてき

定義
ていぎ

に関する
かんする

次
つぎ

の記 述
きじゅつ

のうち、正しい
ただしい

ものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

1 身 体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

福祉法
ふくしほう

における身 体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

は、身 体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

手 帳
てちょう

の交付
こうふ

を受け
う け

た 18歳
さい

以 上
いじょう

の

ものをいう。 

2 知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

は、知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

福祉法
ふくしほう

に定義
ていぎ

されている。 

3 「精 神
せいしん

保健
ほけん

福祉法
ふくしほう

」における精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

には、知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

が含まれて
ふくまれて

いない。 

4 障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

において発 達
はったつ

障 害 者
しょうがいしゃ

は、精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

に含まれて
ふくまれて

いない。 

5 障 害 児
しょうがいじ

は、障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

に定義
ていぎ

されている。 

（ 注
ちゅう

） 「精 神
せいしん

保健
ほけん

福祉法
ふくしほう

」とは、「精 神
せいしん

保健
ほけん

及び
および

精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

に関する
かんする

法 律
ほうりつ

」のことである。 

 

 

問 題
もんだい

 51 対麻痺
ついまひ

を生じる
しょうじる

疾 患
しっかん

として、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 筋
きん

萎 縮 性 側 索
いしゅくせいそくさく

硬 化 症
こうかしょう

(amyotrophic lateral sclerosis : Ａ Ｌ Ｓ) 

２ 腰
よう

髄
ずい

損 傷
そんしょう

(lumbar spinal cord injury) 

３ 悪 性
あくせい

関 節
かんせつ

リウマチ
り う ま ち

(malignant rheumatoid arthritis) 

４ パーキンソン病
ぱ ー き ん そ ん び ょ う

(Parkinson disease) 

５ 脊 髄
せきずい

小 脳
しょうのう

変 性 症
へんせいしょう

(spinocerebellar degeneration) 

 

 

問 題
もんだい

52 統 合
とうごう

失 調 症
しっちょうしょう

（schizophrenia）の 特 徴
とくちょう

として、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 振 戦
しんせん

せん妄
もう

 

２ 強 迫 性
きょうはくせい

障 害
しょうがい

 

３ 抑うつ
よくうつ

気分
きぶん

 

４ 健 忘
けんぼう

 

５ 妄 想
もうそう

 

 

 



問 題
もんだい

 53 G さん（56
５６

歳
さい

、男 性
だんせい

）は、 糖 尿 病 性
とうにょうびょうせい

網 膜 症
もうまくしょう

（ diabetic retinopathy ）に伴 う
ともなう

眼 底
がんてい

出 血
しゅっけつ

を繰り返して
くりかえして

、治 療
ちりょう

を受けて
う け て

いた。医師
い し

から失 明
しつめい

は避けられない
さ け ら れ な い

と説 明
せつめい

を受けた
う け た

。その後
そ の ご

、G さん

は周 囲
しゅうい

に怒り
いかり

をぶつけたり、壁
かべ

に 頭
あたま

を打ちつけたり
う ち つ け た り

という行 動
こうどう

がみられるようになった。 

このときの G さんの 障 害
しょうがい

受 容
じゅよう

の 状 況
じょうきょう

として、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ ショック
し ょ っ く

ではあるが、不安
ふあん

はそれほど強く
つよく

ない。 

２ 自分
じぶん

には 障 害
しょうがい

はないと否認
ひにん

する。 

３ 前向き
まえむき

に自己
じ こ

努 力
どりょく

を図ろう
はかろう

とする。 

４ 否認
ひにん

ができずに混 乱
こんらん

する。 

５ 新しい
あたらしい

価値観
かちかん

や役 割
やくわり

を見いだす
み い だ す

。 

 

 

問 題
もんだい

54 D さん（36
３６

歳
さい

、女 性
じょせい

、 療 育
りょういく

手 帳
てちょう

所持
しょじ

）は、一人暮らし
ひとりぐらし

をしながら地域
ちいき

の作 業 所
さぎょうじょ

に通って
かよって

い 

る。身
み

の周り
まわり

のことはほとんど自分
じぶん

でできるが、お金
おかね

の計 算
けいさん

、特
とく

に計 画 的
けいかくてき

にお金
おかね

を使う
つかう

のが苦手
にがて

だっ 

た。そこで、社 会
しゃかい

福
ふく

祉 協
しきょう

議会
ぎかい

の生 活
せいかつ

支援員
しえんいん

と一 緒
いっしょ

に銀 行
ぎんこう

へ行って
い っ て

、1 週 間
しゅうかん

ごとにお金
おかね

をおろして 

生 活
せいかつ

するようになった。小遣い
こづかい

帳
ちょう

に記録
きろく

をするようアドバイス
あ ど ば い す

を受けて
う け て

、お金
おかね

を計 画 的
けいかくてき

に使う
つかう

ことができ 

るようになった。 

 次
つぎ

のうち、D さんが活 用
かつよう

した支援
しえん

を実施
じっし

する事 業
じぎょう

として、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 障害者相談支援事業
しょうがいしゃそうだんしえんじぎょう

 

２ 自立生活援助事業
じりつせいかつえんじょじぎょう

 

３ 成年後見制度利用支援事業
せいねんこうけんせいどりようしえんじぎょう

 

４ 日常生活自立支援事業
にちじょうせいかつじりつしえんじぎょう

 

５ 日常生活用具給付等事業
にちじょうせいかつようぐきゅうふじぎょう

 

 

 

問 題
もんだい

 55 Ｄさん（42
４２

歳
さい

、女 性
じょせい

）は、 専 業
せんぎょう

主婦
しゅふ

で小 学 生
しょうがくせい

の２人
ふたり

の子ども
こ ど も

がいる。うつ 病
びょう

のため、

不眠
ふみん

と 注
ちゅう

意 力
いりょく

の低下
ていか

から家事
か じ

や育児
いくじ

ができなくなり、精神科
せいしんか

病 院
びょういん

に通 院
つういん

している。通 院
つういん

以外
いがい

は自宅
じたく

に

閉じこもり
と じ こ も り

、横
よこ

になっていることが多い
おおい

。訪 問
ほうもん

した介護
かいご

職
しょく

に「子ども
こ ど も

の世話
せ わ

ができない自分
じぶん

は母 親
ははおや

失 格
しっかく

」、「何
なに

もできない無能
むのう

な人 間
にんげん

になってしまった」と繰り返し
くりかえし

話す
はなす

。 

Ｄさんへの対 応
たいおう

として、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 「ご家族
ごかぞく

のためにも、早く
はやく

元気
げんき

になりましょうね」 

２ 「気分
きぶん

転 換
てんかん

に、旅 行
りょこう

に行ったら
い っ た ら

どうですか」 

３ 「子供
こども

さんの世話
せ わ

ができないのは、つらいですね」 

４ 「毎 日
まいにち

、洗 濯
せんたく

や掃除
そうじ

を頑張りましょう
が ん ば り ま し ょ う

」 

５ 「いつも同じ
おなじ

ことを言って
い っ て

いても、病 気
びょうき

はよくなりませんよ」 

 

 



問 題
もんだい

 56 E さん（35
３５

歳
さい

、女 性
じょせい

）は、 出 産
しゅっさん

時
じ

に脳 出 血
のうしゅっけつ

（cerebral hemorrhage）を起こした
お こ し た

。現 在
げんざい

は片
かた

麻痺
ま ひ

で 車
くるま

いすを利用
りよう

し、高次
こうじ

脳
のう

機能
きのう

障 害
しょうがい

（higher brain dysfunction）による注 意
ちゅうい

障 害
しょうがい

を

持ちながら
も ち な が ら

、乳 児
にゅうじ

を育てて
そだてて

いる。このような E さんに対し
たいし

て、多 職 種
たしょくしゅ

による支援
しえん

が行 わ
おこなわ

れることになっ

た。E さんにかかわる専 門
せんもん

職
しょく

とその支援
しえん

内 容
ないよう

として、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選
えら

びなさい。 

１ 社 会
しゃかい

福祉
ふくし

主事
しゅじ

が家事
か じ

援 助
えんじょ

サービス
さ ー び す

を 提 供
ていきょう

する。 

２ 保健師
ほけんし

が子育て
こそだて

相 談
そうだん

を行 う
おこなう

。 

３ 身 体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

福祉司
ふくしし

が治 療
ちりょう

体 操
たいそう

を行 う
おこなう

。 

４ 知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

福祉司
ふくしし

が精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

手 帳
てちょう

の申 請
しんせい

を行 う
おこなう

。 

５ 介護
かいご

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

がサービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計 画
けいかく

を作 成
さくせい

する。 

 

 

問 題
もんだい

57 学 習
がくしゅう

障 害
しょうがい

の 特 徴
とくちょう

に関する
かんする

記 述
きじゅつ

のうち、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 注
ちゅう

意 力
いりょく

が欠 如
けつじょ

している。 

２ じっとしているのが難しい
むずかしい

 

３ 読む
よ む

・書く
か く

・計 算
けいさん

するなど 習 得
しゅうとく

に困 難
こんなん

がある。 

４ 脳
のう

の機能
きのう

に 障 害
しょうがい

はない 

５ 親
おや

のしつけ方
しつけかた

や 愛 情
あいじょう

不足
ぶそく

によるものではない。 

 

 

問 題
もんだい

 58 「障 害 者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解 消 法
かいしょうほう

」に関する
かんする

次
つぎ

の記 述
きじゅつ

のうち、適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 法
ほう

の対 象 者
たいしょうしゃ

は、身 体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

手 帳
てちょう

を持って
も っ て

いる人
ひと

である。 

２ 合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

とは、全て
すべて

の障 害 者
しょうがいしゃ

に同じ
おなじ

配 慮
はいりょ

をすることである。 

３ 共 生
きょうせい

社 会
しゃかい

の実 現
じつげん

を目指して
め ざ し て

いる。 

４ 障 害 者
しょうがいしゃ

は、合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

の 提 供
ていきょう

に努めなければ
つ と め な け れ ば

ならない。 

５ 障 害 者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解 消
かいしょう

支援
しえん

地 域 協
ちいききょう

議会
ぎかい

は、民間事
みんかんじ

業 者
ぎょうしゃ

で組織
そしき

される。 

 

 

  



医療的
いりょうてき

ケア
け あ

 

 

問 題
もんだい

 59 介護
かいご

福祉士
ふ く し し

が医師
い し

の指示
し じ

の下
もと

で行 う
おこなう

喀 痰
かくたん

吸 引
きゅういん

の範囲
はんい

として、正しい
た だ し い

ものを１つ
ひとつ

選びなさい
え ら び な さ い

。  

１  咽 頭
いんとう

の手前
てまえ

まで  

２  咽 頭
いんとう

まで  

３  喉 頭
こうとう

まで  

４  気管
きかん

の手前
てまえ

まで  

５  気管分
きかんぶん

岐部
き ぶ

まで  

 

 

問 題
もんだい

 60 次
つぎ

の記 述
きじゅつ

のうち、成 人
せいじん

の 正 常
せいじょう

な呼 吸
こきゅう

状 態
じょうたい

として、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

1  胸
きょう

腹部
ふくぶ

が一 定
いってい

のリズム
り ず む

で膨らんだり
ふくらんだり

縮んだり
ちぢんだり

している。 

2  ゴ
ご

ロゴロ
ろ ご ろ

とした音
おと

がする。 

3  爪
つめ

の色
いろ

が 紫 色
むらさきいろ

になっている。 

4  呼 吸 数
こきゅうすう

が 1
いっ

分 間
ぷんかん

に 40 回
かい

である。 

5  下 顎
したあご

を上 下
じょうげ

させて呼 吸
こきゅう

している。 

 

 

問 題
もんだい

 61 介護
かいご

福祉士
ふくしし

が喀 痰
かくたん

吸 引
きゅういん

を指示
し じ

に従って
したがって

実施
じっし

したが、1回
かい

の 吸 引
きゅういん

で痰
たん

が取り切れなかった
と り き れ な か っ た

。 

再度
さいど

、 吸 引
きゅういん

を行 う
おこなう

ときの対 応
たいおう

として、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 呼 吸
こきゅう

が落ち着いた
お ち つ い た

ことを確 認
かくにん

する。 

２ 吸 引
きゅういん

時間
じかん

を 延 長
えんちょう

する。 

３ 吸 引 圧
きゅういんあつ

を高く
たかく

する。 

４ 太い
ふとい

吸 引
きゅういん

チューブ
ち ゅ ー ぶ

に変 更
へんこう

する。 

５ 痰
たん

がたまっていそうな部位
ぶ い

にしばらく 吸 引
きゅういん

チューブ
ち ゅ ー ぶ

をとどめる。 

 

 

問 題
もんだい

 62 胃
い

ろうによる経 管
けいかん

栄 養
えいよう

での生 活 上
せいかつじょう

の留 意 点
りゅういてん

の説 明
せつめい

として、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

1  「 日 中
にっちゅう

は、ベッド上
べっどじょう

で過ごします
す ご し ま す

」 

2  「夜
よる

寝る
ね る

ときは、上 半 身
じょうはんしん

を起こした
お こ し た

姿勢
しせい

で寝ます
ね ま す

」 

3  「便秘
べんぴ

の心 配
しんぱい

はなくなります」 

4  「口
くち

から食べなくて
た べ な く て

も口 腔
こうくう

ケア
け あ

は必 要
ひつよう

です」 

5  「 入 浴
にゅうよく

は清 拭
せいしき

に変 更
へんこう

します」 



問 題
もんだい

63 次
つぎ

のうち、経 管
けいかん

栄 養
えいよう

で起こる
お こ る

トラブル
と ら ぶ る

に関する
かんする

記 述
きじゅつ

として、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ チューブ
ち ゅ ー ぶ

の誤
ご

挿 入
そうにゅう

は、下痢
げ り

を起こす
お こ す

可能性
かのうせい

がある。 

２ 注 入 物
ちゅうにゅうぶつ

の温度
おんど

の 調 整
ちょうせい

不 良
ふりょう

は、脱 水
だっすい

を起こす
お こ す

可能性
かのうせい

がある。 

３ 注 入 物
ちゅうにゅうぶつ

の濃度
のうど

の間違え
まちがえ

は、感 染
かんせん

を起こす
お こ す

可能性
かのうせい

がある。 

４ 注 入 中
ちゅうにゅうちゅう

の姿勢
しせい

の不 良
ふりょう

は、便秘
べんぴ

を起こす
お こ す

可能性
かのうせい

がある。 

５ 注 入
ちゅうにゅう

速度
そくど

が速い
はやい

ときは、嘔吐
おうと

を起こす
お こ す

可能性
かのうせい

がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



介護
か い ご

の基本
き ほ ん

 

 

問 題
もんだい

64 社 会
しゃかい

福祉士
ふくしし

及び
および

介護
かいご

福祉士法
ふくししほう

に規定
きてい

されている介護
かいご

福祉士
ふくしし

の責務
せきむ

として、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを

１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

1  地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

事業
じぎょう

その他
そ の ほ か

の支援
し え ん

を総合的
そうごうてき

に行う
おこなう

。 

2  介護
かいご

等
とう

に関する
かんする

知識
ちしき

及び
および

技能
ぎのう

の 向 上
こうじょう

に努める
つとめる

。 

3  肢体
したい

の不自由
ふじゆう

な利用者
りようしゃ

に対して
たいして

必 要
ひつよう

な訓 練
くんれん

を行 う
おこなう

。 

4  介護
かいご

保険
ほけん

事 業
じぎょう

に要する
ようする

費用
ひよう

を公 平
こうへい

に負担
ふたん

する。 

5  常に
つねに

心 身
しんしん

の健 康
けんこう

を保持
ほ じ

して、社 会 的
しゃかいてき

活 動
かつどう

に参加
さんか

するように努める
つとめる

。 

 

 

問 題
もんだい

65 介護
かいご

を取り巻く
と り ま く

状 況
じょうきょう

に関する
かんする

次
つぎ

の記 述
きじゅつ

のうち、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ ダブルケア
だ ぶ る け あ

とは、夫婦
ふうふ

が助け合って
たすけあって

子
こ

育て
そだて

をすることである。 

２ 要介護
ようかいご

・要支援
ようしえん

の認 定 者 数
にんていしゃすう

は、介護
かいご

保険
ほけん

制度
せいど

の 導 入
どうにゅう

時
じ

から年 々
ねんねん

減 少
げんしょう

している。 

３ 家族
かぞく

介護
かいご

を支えて
ささえて

いた家
いえ

制度
せいど

は、地域
ちいき

包 括
ほうかつ

ケアシステム
け あ し す て む

によって廃止
はいし

された。 

４ 家族
かぞく

が担って
になって

いた介護
かいご

の役 割
やくわり

は、家族
かぞく

機能
きのう

の低下
ていか

によって社 会
しゃかい

で代 講
だいこう

する必 要
ひつよう

が生じた
しょうじた

。 

５ 要介護
ようかいご

・要支援
ようしえん

の認 定 者
にんていしゃ

のいる三
さん

世代
せだい

世帯
せたい

の構 成
こうせい

割 合
わりあい

は、介護
かいご

保険
ほけん

制度
せいど

の 導 入
どうにゅう

時
じ

から年 々
ねんねん

増加
ぞうか

している。 

 

 

問 題
もんだい

 66 介護
かいご

サービス
さ ー び す

における個人
こじん

情 報
じょうほう

の保護
ほ ご

に関する
かんする

次
つぎ

の記 述
きじゅつ

のうち、正しい
ただしい

ものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 個人
こじん

情 報
じょうほう

には映 像
えいぞう

や顔
かお

写 真
じゃしん

は含まれない
ふくまれない

。 

２ 介護
かいご

福祉士
ふくしし

が個人
こじん

情 報
じょうほう

を守秘
しゅひ

しなければならない期間
きかん

は、業 務
ぎょうむ

に従 事
じゅうじ

している期間
きかん

に限られる
かぎられる

。 

３ 同 一
どういつ

事 業
じぎょう

所 内
しょない

では匿名化
とくめいか

せずにカンファレンス
か ん ふ ぁ れ ん す

ができる。 

４ 本 人
ほんにん

から個人
こじん

情 報
じょうほう

の掲示
けいじ

を求められた
もとめられた

場合
ばあい

、いかなる場合
ばあい

も開示
かいじ

しなければならない。 

５ 保険
ほけん

会 社
がいしゃ

からの健 康
けんこう

状 態
じょうたい

の問い合わせ
と い あ わ せ

には、本 人
ほんにん

の同意
どうい

を得ず
え ず

に伝える
つたえる

ことができる。 

 

 

問 題
もんだい

 67 利用者
りようしゃ

の自立
じりつ

支援
しえん

に関する
かんする

次
つぎ

の記 述
きじゅつ

のうち、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

1 利用者
りようしゃ

の最期
さいご

の迎え方
むかえかた

を決める
き め る

のは、家族
かぞく

である。 

2 利用者
りようしゃ

が話しやすい
はなしやすい

ように、 愛 称
あいしょう

で呼ぶ
よ ぶ

。 

3 利用者
りようしゃ

が自分
じぶん

でできないことは、できるまで見守る
みまもる

。 

4 利用者
りようしゃ

の生 活
せいかつ

のスケジュール
す け じ ゅ ー る

を決める
き め る

のは、介護
かいご

福祉
ふくし

職
しょく

である。 

5 利用者
りようしゃ

の意見
いけん

や希望
きぼう

を取り入れて
と り い れ て

介護
かいご

を 提 供
ていきょう

する。 

 

 



問 題
もんだい

 68 茶道
さどう

の師範
しはん

だったＦさん(87歳
さい

、女 性
じょせい

、要介護
ようかいご

3)は、70歳
さい

の時
とき

に 夫
おっと

を亡くし
な く し

、それ以降
いこう

は

一人暮らし
ひとりぐらし

を続けて
つづけて

いた。79歳
さい

の頃
ころ

、定期的
ていきてき

に実家
じっか

を訪ねて
たずねて

いた 長 男
ちょうなん

が、物忘れ
ものわすれ

が目立つ
め だ つ

ようになった

母 親
ははおや

に気づいた
き づ い た

。精神科
せいしんか

を受 診
じゅしん

したところ、アルツハイマー型
あ る つ は い ま ー が た

認 知 症
にんちしょう

（dementia of the Alzheimer’s 

type)と診 断
しんだん

された。昨 年
さくねん

から小規模
しょうきぼ

多機能型
たきのうがた

居 宅
きょたく

介護
かいご

を利用
りよう

しているが、最 近
さいきん

は、 宿 泊
しゅくはく

サービス
さ ー び す

の

利用
りよう

が次第
しだい

に多く
おおく

なってきている。Ｆさんは来 所
らいしょ

しても寝て
ね て

いることが多く
おおく

、以前
いぜん

に比べる
くらべる

と 表 情
ひょうじょう

の

乏しい
とぼしい

時間
じかん

が増えて
ふ え て

きている。 

介護
かいご

福祉
ふくし

職
しょく

がＦさんの生 活
せいかつ

を支える
ささえる

ための介護
かいご

として、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ F さんが安 心
あんしん

して暮らせる
く ら せ る

ように、 長 男
ちょうなん

に施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

を勧める
すすめる

。 

２ 夜間
やかん

に 熟 睡
じゅくすい

できるよう、 日 中
にっちゅう

は宿 泊 室
しゅくはくしつ

に入らない
はいらない

ように説 明
せつめい

する。 

３ 長く
ながく

茶道
さどう

を続けて
つづけて

きたので、水 分
すいぶん

補 給
ほきゅう

は 緑 茶
りょくちゃ

に変 更
へんこう

する。 

４ 心
こころ

を落ち着かせる
お ち つ か せ る

ために、読 書
どくしょ

を勧める
すすめる

。 

５ 茶道
さどう

の師範
しはん

だったので、お茶
おちゃ

のたて方
たてかた

を話題
わだい

にする。 

 

 

問 題
もんだい

 69 ストレスマネジメント
す と れ す ま ね じ め ん と

に関する
かんする

次
つぎ

の記 述
きじゅつ

のうち、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 仕事
しごと

に没 頭
ぼっとう

することでストレス
す と れ す

を忘れる
わすれる

ようにする。 

２ 自分
じぶん

はストレス
す と れ す

を感じる
かんじる

ことがないと考える
かんがえる

。 

３ 悩み
なやみ

は他人
たにん

に相 談
そうだん

せずに、自分
じぶん

で解 決
かいけつ

しようとする。 

４ 困 難
こんなん

な現 実
げんじつ

からは目
め

をそらして、自己
じ こ

を正当化
せいとうか

する。 

５ 自分
じぶん

に合った
あ っ た

適 切
てきせつ

な対 処 法
たいしょほう

を持つ
も つ

。 

 

 

問 題
もんだい

 70 介護
かいご

保険
ほけん

施設
しせつ

の 駐 車 場
ちゅうしゃじょう

で、下記
か き

のマーク
ま ー く

を付けた
つ け た

車
くるま

の運 転 手
うんてんしゅ

が困った
こまった

様子
ようす

で手助け
てだすけ

を

求めて
もとめて

いた。 

介護
かいご

福祉
ふくし

職
しょく

の対 応
たいおう

として、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

1  手話
しゅわ

や筆 談
ひつだん

を用いて
もちいて

話しかける
はなしかける

。 

2  杖
つえ

を用意
ようい

する。 

3  拡 大
かくだい

読書器
どくしょき

を使用
しよう

する。 

4  移動用
いどうよう

リフト
り ふ と

を用意
ようい

する。 

5  携 帯 用
けいたいよう

点字器
てんじき

を用意
ようい

する。 

 

 

 

 

 

 

 



問 題
もんだい

71 社 会
しゃかい

奉仕
ほうし

の精 神
せいしん

をもって、 住 民
じゅうみん

の立場
たちば

に立って
た っ て

相 談
そうだん

に応じ
おうじ

、必 要
ひつよう

な援 助
えんじょ

を行 い
おこない

、社 会
しゃかい

福祉
ふくし

の増 進
ぞうしん

に 努
つとむ

める者
もの

として、適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 生 活
せいかつ

相 談 員
そうだんいん

 

２ 訪 問
ほうもん

介護員
かいごいん

（ホームヘルパー
ほ ー む へ る ぱ ー

） 

３ 通 所
つうしょ

介護
かいご

職 員
しょくいん

 

４ 介護
かいご

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

（ケアマネージャー
け あ ま ね ー じ ゃ ー

） 

５ 民 生
みんせい

委員
いいん

 

 

問 題
もんだい

 72 施設
しせつ

利用者
りようしゃ

の多様
たよう

な生 活
せいかつ

に配 慮
はいりょ

した介護
かいご

福祉
ふくし

職
しょく

の対 応
たいおう

として，最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

1 夜 型
よるがた

の生 活
せいかつ

習 慣
しゅうかん

がある人
ひと

に，施設
しせつ

の 就 寝
しゅうしん

時刻
じこく

に合わせて
あ わ せ て

もらった。 

2 化 粧
けしょう

を毎 日
まいにち

していた人
ひと

に，シーツ
し ー つ

が汚れる
よごれる

ため，化 粧
けしょう

をやめてもらった。 

3 本
ほん

に囲まれた
かこまれた

生 活
せいかつ

をしてきた人
ひと

に，散 乱
さんらん

している本
ほん

を捨てて
す て て

もらった。 

4 自宅
じたく

で 畳
たたみ

に布団
ふとん

を敷いて
し い て

寝て
ね て

いた人
ひと

に，ベッド
べ っ ど

で寝て
ね て

もらった。 

5 自宅
じたく

で夜間
やかん

に 入 浴
にゅうよく

をしていた人
ひと

に，夕 食 後
ゆうしょくご

に 入 浴
にゅうよく

してもらった。 

 

 

問 題
もんだい

73 訪 問
ほうもん

介護員
かいごいん

（ホームヘルパー
ほ ー む へ る ぱ ー

）が、利用者
りようしゃ

や家族
かぞく

からハラスメント
は ら す め ん と

を受けた
う け た

ときの対 応
たいおう

に 

関する
かんする

記 述
きじゅつ

のうち、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 利用者
りようしゃ

に後ろ
うしろ

から 急
きゅう

に抱き着かれた
だ き つ か れ た

が、黙って
だまって

耐えた
た え た

。 

２ 利用者
りようしゃ

が繰り返す
くりかえす

性 的
せいてき

な 話
はなし

を、苦痛
くつう

だが笑顔
えがお

で聞いた
き い た

。 

３ 家族
かぞく

から暴 言
ぼうげん

を受けた
う け た

が、担 当
たんとう

なのでそのまま利用者宅
りようしゃたく

に通った
かよった

。 

４ 家族
かぞく

からサービス外
さーびすがい

のことを頼まれて
たのまれて

、断ったら
ことわったら

怒鳴られた
ど な ら れ た

ので実施
じっし

した。 

５ 利用者
りようしゃ

から暴力
ぼうりょく

をうけたので、「やめてください」と伝え
つ た え

、上司
じょうし

に相談
そうだん

した。 

  



コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

技術
ぎじゅつ

 

 

問 題
もんだい

 74 介護
かいご

福祉
ふくし

職
しょく

が行 う
おこなう

傾 聴
けいちょう

に関する
かんする

次
つぎ

の記 述
きじゅつ

のうち、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 利用者
りようしゃ

が抱いて
いだいて

いる 感 情
かんじょう

を推 察
すいさつ

する。 

２ 利用者
りようしゃ

が話す
はなす

内 容
ないよう

を介護
かいご

福祉
ふくし

職
しょく

の価値観
かちかん

で判 断
はんだん

する。 

３ 対話
たいわ

の話題
わだい

を介護
かいご

福祉
ふくし

職
しょく

の関 心
かんしん

で展 開
てんかい

する。 

４ 利用者
りようしゃ

が体 験
たいけん

した客 観 的
きゃっかんてき

事実
じじつ

の把握
はあく

を目 的
もくてき

とする。 

５ 利用者
りようしゃ

が沈 黙
ちんもく

しないように対話
たいわ

する。 

 

 

問 題
もんだい

 75 利用者
りようしゃ

の家族
かぞく

と信 頼
しんらい

関 係
かんけい

を形 成
けいせい

するための留 意 点
りゅういてん

として、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

1  家族
かぞく

の希望
きぼう

を優 先
ゆうせん

する。 

2  話し合い
はなしあい

の機会
きかい

を丁 寧
ていねい

にもつ。 

3  一度
いちど

形 成
けいせい

した信 頼
しんらい

関 係
かんけい

は、変わらず
か わ ら ず

に継 続
けいぞく

すると考える
かんがえる

。 

4  家族
かぞく

に対して
たいして

、「こうすれば良い
よ い

」と指示
し じ

を出す
だ す

。 

5  介護
かいご

は全 面 的
ぜんめんてき

に介護
かいご

福祉
ふくし

職
しょく

に任せて
まかせて

もらう。 

 

 

問 題
もんだい

 76 A さん（97歳
さい

、女 性
じょせい

）は、介護
かいご

老 人
ろうじん

福祉
ふくし

施設
しせつ

に 入 所
にゅうしょ

している。最 近
さいきん

、 衰 弱
すいじゃく

が進んで
すすんで

水
みず

も飲めなく
の め な く

なり、「もう、逝って
い っ て

もいいんだけどね」とつぶやくことが増えた
ふ え た

。ある日
ひ

、夜勤
やきん

の介護
かいご

福祉
ふくし

職
しょく

が A さんの様子
ようす

を確
かく

認
にん

しようとベッド
べ っ ど

に近づく
ちかづく

と、A さんが目
め

を開けて
あ け て

、「お迎え
おむかえ

はまだかしらね」と穏やか
おだやか

な顔
かお

で言った
い っ た

。 

A さんの発 言
はつげん

に対する
たいする

介護
かいご

福祉
ふくし

職
しょく

の対 応
たいおう

として、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 何
なに

も考えず
かんがえず

に早く
はやく

寝た
ね た

方
ほう

がいいと 就 寝
しゅうしん

を促 す
うながす

。 

２ A さんの手
て

を握り
にぎり

、ゆっくりさする。 

３ そのような言葉
ことば

を言って
い っ て

はいけないと伝える
つたえる

。 

４ 明日
あした

、家族
かぞく

に連 絡
れんらく

して来て
き て

もらうことを伝える
つたえる

。 

５ いつものことだと思って
おもって

、声
こえ

をかけずにそのまま部屋
へ や

を出る
で る

。 

 

 

 

 

 

 

 

 



問 題
もんだい

 77 Ｅさん（87
８７

歳
さい

、女 性
じょせい

、要介護
ようかいご

3）は、介護
かいご

老 人
ろうじん

福祉
ふくし

施設
しせつ

に 入 所
にゅうしょ

していて、認 知 症
にんちしょう

（dementia）がある。ある日
ひ

、担 当
たんとう

のＦ介護
かいご

福祉
ふくし

職
しょく

がＥさんの居 室
きょしつ

を訪 問
ほうもん

すると、Ｅさんは、イライラ
い ら い ら

した様子
ようす

で、「 私
わたし

の財布
さいふ

が盗まれた
ぬすまれた

」と言って
い っ て

ベッド
べ っ ど

の周り
まわり

をうろうろしていた。一 緒
いっしょ

に探す
さがす

と、タンス
た ん す

の

引き出し
ひ き だ し

の奥
おく

から財布
さいふ

が見つかった。Ｆ介護
かいご

福祉
ふくし

職
しょく

は、Ｅさんのケアカンファレンス
け あ か ん ふ ぁ れ ん す

（care conference）

に 出 席
しゅっせき

して、この出来事
できごと

について 情 報
じょうほう

共 有
きょうゆう

することにした。 Ｅさんの 状 況
じょうきょう

に関する
かんする

報 告
ほうこく

とし

て、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

1  「Ｅさんの認知
にんち

機能
きのう

が低下
ていか

しました」 

2  「Ｅさんは、誰
だれ

かに怒って
おこって

いました」 

3  「Ｅさんには、もの盗られ
と ら れ

妄 想
もうそう

があります」 

4  「Ｅさんは、財布
さいふ

が見つかって
み つ か っ て

、安 心
あんしん

していると思います
おもいます

」 

5  「Ｅさんは、財布
さいふ

が盗まれた
ぬすまれた

と言って
い っ て

、ベッド
べ っ ど

の周り
まわり

をうろうろしていました」  

 

 

次
つぎ

の事例
じれい

を読んで
よ ん で

、問 題
もんだい

78
７８

、問 題
もんだい

79
７９

について答えなさい
こたえなさい

。 

〔事
じ

 例
れい

〕 

Ｋさん（83歳
さい

、女 性
じょせい

、要介護
ようかいご

3）は、10年 前
ねんまえ

の脳 出 血
のうしゅっけつ

（cerebral hemorrhage）による後 遺 症
こういしょう

で 

高次
こうじ

脳
のう

機能
きのう

障 害
しょうがい

（higher brain dysfunction）がある。 感 情
かんじょう

のコントロール
こ ん と ろ ー る

が難しく
むずかしく

、興 奮
こうふん

すると 

大 声
おおごえ

をあげて怒りだす
おこりだす

。現 在
げんざい

は、訪 問
ほうもん

介護
かいご

（ホームヘルプサービス
ほ ー む へ る ぷ さ ー び す

）を利用
りよう

しながら、自宅
じたく

で 長 男
ちょうなん

（60 

歳
さい

）と二人
ふたり

暮らし
ぐ ら し

をしている。 長 男
ちょうなん

は、会 社
かいしゃ

を 3年 前
ねんまえ

に早期
そうき

退 職
たいしょく

し、Ｋさんの介護
かいご

に専 念
せんねん

してきた 

。顔 色
かおいろ

が悪く
わるく

、介護
かいご

による疲労
ひろう

を訴えて
うったえて

いるが、「介護
かいご

を続けて
つづけて

、母
はは

を自宅
じたく

で看取りたい
み と り た い

」と強く
つよく

希望
きぼう

して 

いる。別 居
べっきょ

している 長 女
ちょうじょ

は、 長 男
ちょうなん

の様子
ようす

を心 配
しんぱい

して、「母 親
ははおや

の施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

の手続き
てつづき

を進めたい
すすめたい

」と 

いう意向
いこう

を示して
しめして

いる。 

 

問 題
もんだい

78 訪 問
ほうもん

介護員
かいごいん

（ホームヘルパー
ほ ー む へ る ぱ ー

）が、興 奮
こうふん

しているときのＫさんとコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

をとるため

の方 法
ほうほう

として、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

1 興 奮
こうふん

している理由
りゆう

を詳しく
くわしく

聞く
き く

。 

2 興 奮
こうふん

することはよくないと説 明
せつめい

する。 

3 冷 静
れいせい

になるように説 得
せっとく

する。 

4 事前
じぜん

に作 成
さくせい

しておいた日 課 表
にっかひょう

に沿って
そ っ て

活 動
かつどう

してもらう。 

5 場所
ばしょ

を移動
いどう

して話題
わだい

を変える
か え る

。 

 

 

 

 

 

 

 



 

問 題
もんだい

79 次
つぎ

のうち、閉じられた
と じ ら れ た

質 問
しつもん

として、適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

 

１ 「午後
ご ご

はどのようにすごしますか」 

２ 「困って
こまって

いることはなんですか」 

３ 「この本
ほん

はすきですか」 

４ 「どのような歌
うた

がすきですか」 

５ 「なぜそう思いま
おもいま

すか」 

  



生活
せいかつ

支援
し え ん

技術
ぎじゅつ

 

 

問 題
もんだい

80 睡 眠
すいみん

の 環 境
かんきょう

を整える
ととのえる

介護
かいご

に関する
かんする

次
つぎ

の記 述
きじゅつ

のうち、適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ マットレス
ま っ と れ す

は、腰
こし

が沈む
しずむ

くらい柔らかい
やわらかい

ものにする。 

２ 臭 気
しゅうき

がこもらないように、寝 室
しんしつ

の換気
かんき

をする。 

３ 枕
まくら

は、頸部
けいぶ

が前 屈
ぜんくつ

する高さ
たかさ

にする。 

４ 寝
しん

室 内
しつない

の温度
おんど

を 20℃
ど

に 調 整
ちょうせい

する。 

５ 睡 眠
すいみん

状 態
じょうたい

を観 察
かんさつ

できるように、寝 室
しんしつ

のドア
ど あ

は開けて
あ け て

おく。 

 

 

問 題
もんだい

 81 介護
かいご

が必 要
ひつよう

な利用者
りようしゃ

の口 腔
こうくう

ケア
け あ

に関する
かんする

次
つぎ

の記 述
きじゅつ

のうち、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ うがいができる場合
ばあい

には、ブラッシング前
ぶ ら っ し ん ぐ ま え

にうがいをする。 

２ 歯磨き
はみがき

は、頭部
とうぶ

を後 屈
こうくつ

させて行 う
おこなう

。  

３ 部分
ぶぶん

床
ゆか

義歯
ぎ し

のクラスプ
く ら す ぷ

部分
ぶぶん

は、 流 水
りゅうすい

で軽く
かるく

洗う
あらう

。  

４ 全部
ぜんぶ

の歯
は

がない利用者
りようしゃ

には、硬い
かたい

毛
け

の歯ブラシ
は ぶ ら し

を使用
しよう

する。 

５ 舌
した

の清 拭
せいしき

は、手前
てまえ

から奥
おく

に向かって
む か っ て

行 う
おこなう

。 

 

 

問 題
もんだい

82 次
つぎ

の記 述
きじゅつ

のうち、血 液
けつえき

透 析
とうせき

を受けて
う け て

いる利用者
りようしゃ

への食 事
しょくじ

の介護
かいご

として、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを

１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 塩 分
えんぶん

の多い
おおい

食 品
しょくひん

をとるように勧める
すすめる

。 

２ ゆでこぼした野菜
やさい

をとるように勧める
すすめる

。 

３ 乳 製 品
にゅうせいひん

を多く
おおく

とるように勧める
すすめる

。 

４ 水 分
すいぶん

を多く
おおく

とるように勧める
すすめる

。 

５ 魚
さかな

や肉
にく

を使った
つかった

料 理
りょうり

を多く
おおく

とるようい勧める
すすめる

。 

 

問 題
もんだい

 83 更衣
こうい

のための介護
かいご

に関する
かんする

次
つぎ

の記 述
きじゅつ

のうち、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 手指
てゆび

の細か
こまか

な動作
どうさ

が難しい
むずかしい

利用者
りようしゃ

に、マグネット式
ま ぐ ね っ と し き

のボタン
ぼ た ん

を勧める
すすめる

。 

２ 認 知 症
にんちしょう

(dementia)のある利用者
りようしゃ

に、ボタンエイド
ぼ た ん え い ど

の使用
しよう

を勧める
すすめる

。 

３ 下肢
か し

の 筋 力
きんりょく

低下
ていか

のある利用者
りようしゃ

に、立位
りつい

で更衣
こうい

をするように勧める
すすめる

。 

４ 視覚
しかく

障 害
しょうがい

のある利用者
りようしゃ

に、ソックスエイド
そ っ く す え い ど

の使用
しよう

を勧める
すすめる

。 

５ 片
かた

麻痺
ま ひ

のある利用者
りようしゃ

に、袖
そで

ぐりの小さい
ちいさい

上 衣
じょうい

を勧める
すすめる

。 

 

 

 



 

問 題
もんだい

 84 入 浴
にゅうよく

の介護
かいご

に関する
かんする

次
つぎ

の記 述
きじゅつ

のうち、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

1 着替え
き が え

の衣服
いふく

は、介護
かいご

福祉
ふくし

職
しょく

が選 択
せんたく

する。 

2 空 腹
くうふく

時
じ

の 入 浴
にゅうよく

は控える
ひかえる

。 

3 入 浴 前
にゅうよくまえ

の水 分
すいぶん

摂 取
せっしゅ

は控える
ひかえる

。 

4 食
しょく

後
ご

1
１

時間
じかん

以内
いない

に 入 浴
にゅうよく

する。 

5 入 浴
にゅうよく

直 前
ちょくぜん

の浴 槽
よくそう

の湯
ゆ

は、45℃
ど

で保温
ほおん

する。 

 

 

問 題
もんだい

 85 ノロウイルス
の ろ う い る す

に感 染
かんせん

した人
ひと

の嘔吐物
おうとぶつ

のついた衣服
いふく

の処理
しょり

に関する
かんする

次
つぎ

の記 述
きじゅつ

のうち、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 嘔吐物
おうとぶつ

を拭き取った
ふ き と っ た

ペーパータオル
ぺ ー ぱ ー た お る

はごみ箱
ごみばこ

に捨てる
す て る

。 

２ 汚染
おせん

された部分
ぶぶん

にアルコール
あ る こ ー る

を噴霧
ふんむ

する。 

３ 汚染
おせん

された部分
ぶぶん

を強く
つよく

もみ洗い
あらい

する。 

４ 嘔吐物
おうとぶつ

を取り除いた
とりのぞいた

後
あと

、次
じ

亜塩素
あえんそ

酸
さん

ナトリウム
な と り う む

溶 液
ようえき

につける。 

５ 40℃
ど

の湯
ゆ

で洗 濯
せんたく

する。 

 

 

問 題
もんだい

86 スライディングボード
す ら い で ぃ ん ぐ ぼ ー ど

を用いた
もちいた

、ベッド
べ っ ど

から 車
くるま

いすへの移 乗
いじょう

の介護
かいご

に関する
かんする

次
つぎ

の記 述
きじゅつ

のうち、

最 も
もっとも

適
てき

切
せつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ アームサポート
あ ー む さ ぽ ー と

が固定
こてい

された 車
くるま

いすを準 備
じゅんび

する。 

２ ベッド
べ っ ど

と 車
くるま

いすの 間
あいだ

を大きく
おおきく

あけ、スライディングボード
す ら い で ぃ ん ぐ ぼ ー ど

を設置
せっち

する。 

３ スライディングボード上
すらいでぃんぐぼーどじょう

では、臀部
でんぶ

を素早く
すばやく

移動
いどう

させる。 

４ ベッド
べ っ ど

から 車
くるま

いすへの移 乗
いじょう

時
じ

には、ベッド
べ っ ど

を 車
くるま

いすの座面
ざめん

より少し
すこし

高く
たかく

する。 

５ 車
くるま

いすに座面
ざめん

を安 定
あんてい

させ、からだを傾けず
かたむけず

にスライディングボード
す ら い で ぃ ん ぐ ぼ ー ど

を抜く
ぬ く

 

 

 

問 題
もんだい

 87 いすに座って
すわって

いる右 片
みぎかた

麻痺
ま ひ

の利用者
りようしゃ

の食 事
しょくじ

介護
かいご

時
じ

の留 意 点
りゅういてん

として、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 口
くち

の右 側
みぎがわ

に 食 物
しょくもつ

を入れる
い れ る

。 

２ 利用者
りようしゃ

の左腕
さわん

はテーブル
て ー ぶ る

の上
うえ

にのせたままにしておく。 

３ 刻 み 食
きざみしょく

にする。 

４ 上 唇
じょうしん

にスプーン
す ぷ ー ん

を運ぶ
はこぶ

。 

５ 一 口
ひとくち

ごとに、飲み込み
の み こ み

を確 認
かくにん

する。 

 

 

 



問 題
もんだい

88 次
つぎ

の記 述
きじゅつ

のうち、起
き

座位
ざ い

で足 浴
そくよく

を行 う
おこなう

介護
かいご

方 法
ほうほう

として、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ ズボン
ず ぼ ん

を脱いだ
ぬ い だ

状 態
じょうたい

で行 う
おこなう

。 

２ 湯
ゆ

温
おん

の確 認
かくにん

は、介護
かいご

福祉
ふくし

職
しょく

より先
よりさき

に利用者
りようしゃ

にしてもらう。 

３ 足
あし

についた石 鹸
せっけん

の泡
あわ

は、洗い流さず
あらいながさず

にふき取る
ふ き と る

。 

４ 足 底
そくてい

は、足 浴
そくよく

容器
ようき

の底 面
ていめん

についていることを確 認
かくにん

する。 

５ 足
そく

浴 用
よくよう

容器
ようき

から足
あし

を上げた
あ げ た

後
あと

は、自然
しぜん

乾 燥
かんそう

させる。 

 

問 題
もんだい

 89 C
Ｃ

さん(81歳
さい

、女 性
じょせい

)は、介護
かいご

老 人
ろうじん

保健
ほけん

施設
しせつ

に 入 所
にゅうしょ

している。腹 圧 性
ふくあつせい

尿
にょう

失 禁
しっきん

があり、

トイレ
と い れ

での排 泄
はいせつ

や下着
したぎ

の交 換
こうかん

には介護
かいご

が必 要
ひつよう

だが、遠 慮
えんりょ

して下着
したぎ

の交 換
こうかん

を申し出ない
もうしでない

ことがある。

食 堂
しょくどう

で 昼 食
ちゅうしょく

をとっている 最 中
さいちゅう

に激しく
はげしく

むせ込んで
む せ こ ん で

いたので背中
せなか

をさすったところ、むせ込み
む せ こ み

は

収まった
おさまった

が失 禁
しっきん

をしたらしく、周 囲
しゅうい

に 尿
にょう

臭
しゅう

が漂った
ただよった

。 

このときの介護
かいご

福祉
ふくし

職
しょく

の対 応
たいおう

として、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 尿
にょう

臭
しゅう

がすることを伝える
つたえる

。 

２ 下着
したぎ

が濡れて
ぬ れ て

いないかと尋ねる
たずねる

。 

３ むせた時
とき

に 尿
にょう

が漏れなかった
も れ な か っ た

かと尋ねる
たずねる

。 

４ トイレ
と い れ

に誘 導
ゆうどう

して、下着
したぎ

を交 換
こうかん

する。 

５ Ｃさんが下着
したぎ

を替えて
か え て

ほしいと言う
い う

まで待つ
ま つ

。 

 

問 題
もんだい

90 介護
かいご

予防
よぼう

教 室
きょうしつ

で介護
かいご

福祉
ふくし

職
しょく

が行 う
おこなう

安 定
あんてい

した歩行
ほこう

に関する
かんする

助 言
じょげん

として、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを

１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

1  「歩幅
ほはば

を狭く
せまく

しましょう」 

2  「腕
うで

の振り
ふ り

を小さく
ちいさく

しましょう」 

3  「足 元
あしもと

を見ながら
み な が ら

歩きましょう
あ る き ま し ょ う

」 

4  「後ろ
うしろ

足
あし

のつま先
つまさき

で地面
じめん

を蹴って
け っ て

踏み出しましょう
ふ み だ し ま し ょ う

」 

5  「つま先
つまさき

から足
あし

をつきましょう」 

 

問 題
もんだい

 91 C さん(75歳
さい

、男 性
だんせい

)は、頸
けい

椎 症
ついしょう

 (cervical spondylosis)と診 断
しんだん

された。手
て

がしびれ、指 先
ゆびさき

に 力
ちから

が入らない
はいらない

。しびれが強い
つよい

左 手
ひだりて

に加えて
くわえて

、最 近
さいきん

では、右手
みぎて

の 症 状
しょうじょう

が進 行
しんこう

して、食 後
しょくご

の歯磨き
はみがき

が

うまくできなくなった。 

Ｃさんが口 腔
こうくう

の清 潔
せいけつ

を保つ
たもつ

ための介護
かいご

福祉
ふくし

職
しょく

の助 言
じょげん

として、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 歯間
しかん

ブラシ
ぶ ら し

の使用
しよう

を勧める
すすめる

。 

２ 歯ブラシ
は ぶ ら し

をやめて、洗
せん

口
こう

液
えき

のうがいをするように勧める
すすめる

。 

３ 柄
え

を太く
ふとく

した歯ブラシ
は ぶ ら し

の使用
しよう

を勧める
すすめる

。 

４ 口
くち

をすすぐときは、上
うえ

を向く
む く

ように勧める
すすめる

。 

５ 歯ブラシ
は ぶ ら し

を歯
し

肉
にく

に当てる
あ て る

ように勧める
すすめる

。 



 

問 題
もんだい

 92 屋 外
おくがい

での 車
くるま

いすの介 助
かいじょ

方 法
ほうほう

として、適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 段差
だんさ

を上がる
あ が る

ときは、キャスター
き ゃ す た ー

を斜め
ななめ

に向ける
む け る

。 

２ 段差
だんさ

を下がる
さ が る

ときは、後ろ向き
うしろむき

で後 輪
こうりん

から下りる
お り る

。 

３ 急
きゅう

な上り坂
のぼりざか

では、 両 腕
りょううで

の 力
ちから

で素早く
すばやく

進む
すすむ

。 

４ 急
きゅう

な下り坂
くだりざか

では、前向き
まえむき

で進む
すすむ

。 

５ 砂利
じゃり

道
みち

では、後 輪
こうりん

を持ち上げて
も ち あ げ て

進む
すすむ

。 

 

 

問 題
もんだい

93 消 化 管
しょうかかん

ストーマ
す と ー ま

を造 設
ぞうせつ

した利用者
りようしゃ

への睡 眠
すいみん

の介護
かいご

に関する
かんする

記 述
きじゅつ

として、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを

１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 寝る
ね る

前
まえ

に、パウチ
ぱ う ち

に便
べん

がたまっていたら捨てる
す て る

。 

２ 寝る
ね る

前
まえ

にストーマ
す と ー ま

から 出 血
しゅっけつ

がある場合
ばあい

は、軟 膏
なんこう

を塗布
と ふ

する。 

３ 寝る
ね る

前
まえ

に、ストーマ
す と ー ま

装具
そうぐ

を新しい
あたらしい

ものに交 換
こうかん

する。 

４ 便
べん

の漏れ
も れ

が心 配
しんぱい

な場合
ばあい

は、パウチ
ぱ う ち

の上
うえ

からおむつを強く
つよく

巻く
ま く

。 

５ 睡 眠
すいみん

を妨げない
さまたげない

ように、パウチ
ぱ う ち

の観 察
かんさつ

は控える
ひかえる

。 

 

 

問 題
もんだい

 94 洗 濯
せんたく

に関する
かんする

次
つぎ

の記 述
きじゅつ

のうち、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ ほころびや破れ
やぶれ

があるものは、修 理
しゅうり

してから洗 濯
せんたく

する。 

２ 色
いろ

が移る
うつる

のを防ぐ
ふせぐ

ために、素材
そざい

の違う
ちがう

ものは分けて
わ け て

洗 濯
せんたく

する。 

３ 嘔吐物
おうとぶつ

で汚れた
よごれた

カシミヤ
か し み や

のセーター
せ ー た ー

は、塩素
えんそ

系
けい

漂 白 剤
ひょうはくざい

につけてから洗 濯
せんたく

する。 

４ ファスナー
ふ ぁ す な ー

は開けた
あ け た

状 態
じょうたい

で洗 濯
せんたく

する。 

５ マジックテープ
ま じ っ く て ー ぷ

は、はずした 状 態
じょうたい

で洗 濯
せんたく

する。 

 

 

問 題
もんだい

95 高 齢 者
こうれいしゃ

施設
しせつ

で利用者
りようしゃ

の死後
し ご

に行 う
おこなう

デスカンファレンス
で す か ん ふ ぁ れ ん す

（death conference）に関する
かんする

次
つぎ

の

記 述
きじゅつ

のうち、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

に参加
さんか

を求める
もとめる

。 

２ ケア
け あ

を振り返り
ふりかえり

、悲しみ
かなしみ

を 共 有
きょうゆう

する。 

３ 利用者
りようしゃ

の死亡
しぼう

直 後
ちょくご

に行 う
おこなう

。 

４ 個人
こじん

の責 任
せきにん

や反 省 点
はんせいてん

を 追 求
ついきゅう

する。 

５ 自分
じぶん

の 感 情
かんじょう

は抑える
おさえる

。 

 

 

 

 



 

問 題
もんだい

 96 図
ず

は、 扉
とびら

を閉めた
し め た

部屋
へ や

の窓
まど

の位置
い ち

を表して
あらわして

いる。効果的
こうかてき

な換気
かんき

を行 う
おこなう

ために開ける
あ け る

窓
まど

とし

て、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

（ 注
ちゅう

）窓
まど

の大きさ
おおきさ

や高さ
たかさ

はすべて同じ
おなじ

ものである。 天 井
てんじょう

の高さ
たかさ

は同じ
おなじ

である。家具
か ぐ

は何
なに

もない。周 囲
しゅうい

に建 物
たてもの

はない。 

 

１ Ａだけ開ける
あ け る

。 

２ ＢとＣを開ける
あ け る

。 

３ Ｅだけ開ける
あ け る

。 

４ ＡとＤを開ける
あ け る

。 

５ ＡとＥを開ける
あ け る

。 

 

 

問 題
もんだい

97 高 齢 者
こうれいしゃ

の食 生 活
しょくせいかつ

に関する
かんする

助 言
じょげん

として、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 高 血 圧 症
こうけつあつしょう

の予防
よぼう

として、果 物
くだもの

の摂
せっ

取
しゅ

を控える
ひかえる

。 

２ 骨 粗 鬆 症
こつそしょうしょう

の予防
よぼう

として、ビタミン
び た み ん

D の摂 取
せっしゅ

を勧める
すすめる

。 

３ 便秘
べんぴ

の予防
よぼう

として、水 分
すいぶん

摂 取
せっしゅ

を控える
ひかえる

。 

４ ドライマウス
ど ら い ま う す

の予防
よぼう

として、柔らかい
やわらかい

食 物
しょくもつ

を勧める
すすめる

。 

５ 逆 流 性
ぎゃくりゅうせい

食 道 炎
しょくどうえん

の予防
よぼう

として、食 後
しょくご

すぐに横
よこ

になる。 

 

 

問 題
もんだい

 98 L さん(86歳
さい

、女 性
じょせい

)は、アルツハイマー型
あ る つ は い ま ー が た

認 知 症
にんちしょう

(dementia of the Alzheimer’s type)があ

り、通 所
つうしょ

介護
かいご

に通って
かよって

いる。最 近
さいきん

、季節
きせつ

外れ
はずれ

の服
ふく

を着て
き て

いることが多く
おおく

なった。夏
なつ

のある日
ひ

、通 所
つうしょ

介護
かいご

の

介護
かいご

福祉
ふくし

職
しょく

が迎え
むかえ

に行く
い く

と、厚手
あつで

の上着
うわぎ

を着て
き て

汗
あせ

をかきながら玄 関
げんかん

で待って
ま っ て

いた。 

介護
かいご

福祉
ふくし

職
しょく

のＬさんへの対 応
たいおう

として、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 車
くるま

を待たせて
ま た せ て

いるので早く
はやく

着替えましょう
き が え ま し ょ う

と、着替え
き が え

を促 す
うながす

。 

２ 鏡
かがみ

を見せて
み せ て

、間違い
まちがい

を指摘
してき

する。 

３ 今
いま

は夏
なつ

ですよと、季節
きせつ

を伝える
つたえる

。 

４ 服 装
ふくそう

にはふれず、そのまま本 人
ほんにん

の行 動
こうどう

を 尊 重
そんちょう

する。 

５ 汗
あせ

をかいていますね。上着
うわぎ

を脱ぎません
ぬ ぎ ま せ ん

かと、働きかける
はたらきかける

。 

 

 



 

問 題
もんだい

 99 左 片
ひだりかた

麻痺
ま ひ

で杖
つえ

を使用
しよう

している利用者
りようしゃ

の階 段
かいだん

昇 降
しょうこう

時
じ

の介護
かいご

として、正しい
ただしい

ものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 上がる
あ が る

ときは、患 側
かんそく

の足
あし

から出す
だ す

ように促 す
うながす

。 

２ 上がる
あ が る

ときは、利用者
りようしゃ

の 左
ひだり

後 方
こうほう

に立つ
た つ

。 

３ 健 側
けんそく

の上 肢
じょうし

を支える
ささえる

。 

４ 下りる
お り る

ときは、健 側
けんそく

の足
あし

から出す
だ す

ように促 す
うながす

。 

５ 下りる
お り る

ときは、利用者
りようしゃ

の右
みぎ

後 方
こうほう

に立つ
た つ

。 

 

 

問 題
もんだい

100 ベッド
べ っ ど

に比べて
くらべて

畳
たたみ

の部屋
へ や

に布団
ふとん

を敷いて
し い て

寝て
ね て

いる場合
ばあい

の利点
りてん

について、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを

１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 布団
ふとん

に湿気
しっけ

がこもらない。 

２ 立ち上がり
た ち あ が り

の動作
どうさ

がしやすい。 

３ 介護者
かいごしゃ

の負担
ふたん

が少ない
すくない

。 

４ 転 落
てんらく

の不安
ふあん

がない。 

５ 床
ゆか

からの音
おと

や振 動
しんどう

が伝わりにくい
つ た わ り に く い

。 

 

 

問 題
もんだい

 101 入 浴
にゅうよく

介護
かいご

に関する
かんする

次
つぎ

の記 述
きじゅつ

のうち、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 入 浴 前
にゅうよくまえ

の血 圧
けつあつ

が 平 常
へいじょう

時
じ

より高くて
たかくて

も、自覚
じかく

症 状
しょうじょう

がなければ 入 浴
にゅうよく

を勧める
すすめる

。 

２ プライバシー
ぷ ら い ば し ー

を保護
ほ ご

するために、皮膚
ひ ふ

の観 察
かんさつ

はしない。 

３ 湯
ゆ

温
おん

は、介護
かいご

福祉
ふくし

職
しょく

が 直 接
ちょくせつ

肌
はだ

で触れて
ふ れ て

確 認
かくにん

する。 

４ 浴 槽
よくそう

への出入り
ではいり

にシャワーチェアー
し ゃ わ ー ち ぇ あ ー

を用いる
もちいる

ときは、浴 槽
よくそう

より低い
ひくい

位置
い ち

に 調 整
ちょうせい

する。 

５ 片
かた

麻痺
ま ひ

の利用者
りようしゃ

の場合
ばあい

は、麻痺側
まひそく

から浴 槽
よくそう

に入る
はいる

。 

 

 

問 題
もんだい

 102 視覚
しかく

障 害
しょうがい

のある利用者
りようしゃ

の 外 出
がいしゅつ

に同 行
どうこう

するときの支援
しえん

に関する
かんする

次
つぎ

の記 述
きじゅつ

のうち、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

1 トイレ
と い れ

を使用
しよう

するときは、トイレ内
といれない

の 情 報
じょうほう

を 提 供
ていきょう

する。 

2 階 段
かいだん

を上る
のぼる

ときは、利用者
りようしゃ

の手首
てくび

を握って
にぎって

誘 導
ゆうどう

する。 

3 狭い
せまい

場所
ばしょ

を歩く
あるく

ときは、利用者
りようしゃ

の後ろ
うしろ

に立って
た っ て

誘 導
ゆうどう

する。 

4 タクシー
た く し ー

に乗る
の る

ときは、支援者
しえんしゃ

が先に
さきに

乗って
の っ て

誘 導
ゆうどう

する。 

5 駅
えき

ではエレベーター
え れ べ ー た ー

よりエスカレーター
え す か れ ー た ー

の使用
しよう

を勧める
すすめる

。 

 

 

 



 

問 題
もんだい

 103 胃
い

・ 結 腸
けっちょう

反 射
はんしゃ

を利用
りよう

して、生理的
せいりてき

排 便
はいべん

を促 す
うながす

ための介護
かいご

福祉
ふくし

職
しょく

の支援
しえん

として、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

1  歩行
ほこう

を促 す
うながす

。 

2  起床後
きしょうご

に冷 水
れいすい

を飲んで
の ん で

もらう。 

3  腹部
ふくぶ

のマッサージ
ま っ さ ー じ

をする。 

4  便座
べんざ

に誘 導
ゆうどう

する。 

5  離 床
りしょう

する時間
じかん

を増やす
ふ や す

。 

 

 

問 題
もんだい

104 利用者
りようしゃ

の 障 害
しょうがい

特 性
とくせい

に適した
てきした

福祉
ふくし

用具
ようぐ

の選 択
せんたく

に関する
かんする

次
つぎ

の記 述
きじゅつ

のうち、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを

１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 言語
げんご

機能
きのう

障 害
しょうがい

の利用者
りようしゃ

には、ストッキングエイド
す と っ き ん ぐ え い ど

の使用
しよう

を勧める
すすめる

。 

２ 全 盲
ぜんもう

の利用者
りようしゃ

には、音声付き
おんせいつき

電磁
でんじ

調理器
ちょうりき

の使用
しよう

を勧める
すすめる

。 

３ 聴 覚
ちょうかく

障 害
しょうがい

の利用者
りようしゃ

には、床
ゆか

置き
お き

式手
しきて

すりの使用
しよう

を勧める
すすめる

。 

４ 右 片
みぎかた

麻痺
ま ひ

の利用者
りようしゃ

には、交互型
こうごがた

歩行器
ほこうき

の使用
しよう

を勧める
すすめる

。 

５ 肘 関 節 拘
ひじかんせつこう

縮
しゅく

の利用者
りようしゃ

には、座位
ざ い

時分散
じぶんさん

クッション
く っ し ょ ん

の使用
しよう

を勧める
すすめる

。 

 

 

問 題
もんだい

105 死期
し き

が近づいた
ちかづいた

ときの介護
かいご

に関する
かんする

次
つぎ

の記 述
きじゅつ

のうち、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 食 事 量
しょくじりょう

が 減 少
げんしょう

したときは、高カロリー
こうかろりー

の食 事
しょくじ

を用意
ようい

する。 

２ チアノーゼ
ち あ の ー ぜ

（cyanosis）が 出 現
しゅつげん

したときは、冷 罨 法
れいあんほう

を行 う
おこなう

。 

３ 傾 眠
けいみん

傾 向
けいこう

にあるときは、話しかけない
は な し か け な い

ようにする。 

４ 全 身
ぜんしん

倦 怠 感
けんたいかん

があるときは、全 身
ぜんしん

清 拭
せいしき

から部分
ぶぶん

清 拭
せいしき

に切り替える
き り か え る

。 

５ 口 腔 内
こうくうない

乾 燥
かんそう

があるときは、アイスマッサージ
あ い す ま っ さ ー じ

を行 う
おこなう

。 

 

  



介護
か い ご

過程
か て い

 

 

問 題
もんだい

 106 介護
かいご

福祉
ふくし

職
しょく

が介護
かいご

過程
かてい

を展 開
てんかい

する意義
い ぎ

に関する
かんする

次
つぎ

の記 述
きじゅつ

のうち、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

 

選び
えらび

なさい。 

1 チームアプローチ
ち ー む あ ぷ ろ ー ち

（team approach）による介護
かいご

を 提 供
ていきょう

することができる。 

2 直 感 的
ちょっかんてき

な判 断
はんだん

をもとに介護
かいご

を考える
かんがえる

ことができる。 

3 今
いま

までの生 活
せいかつ

から切り離した
きりはなした

介護
かいご

を 提 供
ていきょう

する。 

4 介護
かいご

福祉
ふくし

職
しょく

が生 活
せいかつ

を管理
かんり

するための介護
かいご

を考える
かんがえる

ことができる。 

5 介護
かいご

福祉
ふくし

職
しょく

が実施
じっし

したい介護
かいご

を 提 供
ていきょう

する。 

 

 

問 題
もんだい

 107 介護
かいご

過程
かてい

におけるアセスメント
あ せ す め ん と

の目 的
もくてき

として、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ より多く
おおく

の 情 報
じょうほう

の 収 集
しゅうしゅう

 

２ 介護
かいご

福祉
ふくし

職
しょく

の技能
ぎのう

の 向 上
こうじょう

 

３ 生 活
せいかつ

課題
かだい

の明確化
めいかくか

 

４ ＩＣＦ（国 際
こくさい

生 活
せいかつ

機能
きのう

分 類
ぶんるい

）の視点
してん

による 情 報
じょうほう

の分 類
ぶんるい

 

５ 1
ひと

つ
つ

の場面
ばめん

に 焦 点
しょうてん

を当てた
あ て た

観 察
かんさつ

 

 

 

問 題
もんだい

 108 生 活 上
せいかつじょう

の課題
かだい

に関する
かんする

次
つぎ

の記 述
きじゅつ

のうち、適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 課題
かだい

が複 数
ふくすう

ある場合
ばあい

は、優 先
ゆうせん

順 位
じゅんい

をつける。 

２ 潜 在 的
せんざいてき

なものは取り上げない
と り あ げ な い

。 

３ 問 題
もんだい

解 決
かいけつ

思考
しこう

では明暗化
めいあんか

できない。 

４ 個人
こじん

因子
いんし

による課題
かだい

よりも 環 境
かんきょう

因子
いんし

による課題
かだい

を優 先
ゆうせん

する。 

５ 課題
かだい

を 抽 出
ちゅうしゅつ

するためには、１つ
ひとつ

の 情 報
じょうほう

を 解 釈
かいしゃく

すればよい。 

 

 

問 題
もんだい

 109 次
つぎ

の記 述
きじゅつ

のうち、居 宅
きょたく

サービス
さ ー び す

計 画
けいかく

と訪 問
ほうもん

介護
かいご

計 画
けいかく

の関 係
かんけい

として、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なもの 

を１つ
ひとつ

選び
えらび

なさい。 

1  訪 問
ほうもん

介護
かいご

計 画
けいかく

を根 拠
こんきょ

に、居 宅
きょたく

サービス
さ ー び す

計 画
けいかく

を作 成
さくせい

する。 

2  居 宅
きょたく

サービス
さ ー び す

計 画
けいかく

の 目 標
もくひょう

が変 更
へんこう

されても、訪 問
ほうもん

介護
かいご

計 画
けいかく

は見直し
みなおし

をせず継 続
けいぞく

する。 

3  居 宅
きょたく

サービス
さ ー び す

計 画
けいかく

と同じ
おなじ

内 容
ないよう

を、訪 問
ほうもん

介護
かいご

計 画
けいかく

に転記
てんき

する。 

4  居 宅
きょたく

サービス
さ ー び す

計 画
けいかく

の方 針
ほうしん

に沿って
そ っ て

、訪 問
ほうもん

介護
かいご

計 画
けいかく

を作 成
さくせい

する。 

5  訪 問
ほうもん

介護
かいご

計 画
けいかく

の終 了 後
しゅうりょうご

に、居 宅
きょたく

サービス
さ ー び す

計 画
けいかく

を作 成
さくせい

する。 

 

 



 

 

問 題
もんだい

 110 介護
かいご

計 画
けいかく

の実施
じっし

に関する
かんする

次
つぎ

の記 述
きじゅつ

のうち、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 介護
かいご

福祉
ふくし

職
しょく

の価値観
かちかん

に沿って
そ っ て

実施
じっし

する。 

２ 実施
じっし

した 状 況
じょうきょう

は客 観 的
きゃっかんてき

に記録
きろく

する。 

３ 計 画
けいかく

の内 容
ないよう

は実施
じっし

の 直 前
ちょくぜん

に家族
かぞく

に伝える
つたえる

。 

４ 他
た

職 種
しょくしゅ

への経過
けいか

報 告
ほうこく

は 目 標
もくひょう

の達成後
たっせいご

に行 う
おこなう

。 

５ 利用者
りようしゃ

の満足度
まんぞくど

よりも 目 標
もくひょう

の達 成
たっせい

を優 先
ゆうせん

する。 

 

 

問 題
もんだい

 111 介護
かいご

過程
かてい

の評 価
ひょうか

に関する
かんする

次
つぎ

の記 述
きじゅつ

のうち、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 生 活
せいかつ

状 況
じょうきょう

が変化
へんか

しても、介護
かいご

計 画
けいかく

で設 定
せってい

した日
ひ

に評 価
ひょうか

する。 

２ 利用者
りようしゃ

の満足度
まんぞくど

を踏まえて
ふ ま え て

評 価
ひょうか

する。 

３ サービス
さ ー び す

担 当 者
たんとうしゃ

会議
かいぎ

で評 価
ひょうか

する。 

４ 相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

が 中 心
ちゅうしん

になって評 価
ひょうか

する。 

５ 介護
かいご

計 画
けいかく

の実 施 中
じっしちゅう

に評 価
ひょうか

基 準
きじゅん

を設 定
せってい

する。 

 

 

問 題
もんだい

112 C さん（84歳
さい

、女 性
じょせい

、要介護
ようかいご

３）は、2か月前
かげつまえ

に自宅
じたく

で倒れた
たおれた

。脳 出 血
のうしゅっけつ

と診 断
しんだん

され、 

後 遺 症
こういしょう

で 左 片
ひだりかた

麻痺
ま ひ

になった。C さんは、自宅
じたく

での生 活
せいかつ

を希望
きぼう

している。 長 男
ちょうなん

からは、「トイレ
と い れ

が自分
じぶん

 

でできるようになってから自宅
じたく

に戻って
もどって

ほしい」との要 望
ようぼう

があった。そのため、 病 院
びょういん

かリハビリテーショ
り は び り て ー し ょ

 

ン
ん

を目 的
もくてき

に介護
かいご

老 人
ろうじん

保健
ほけん

施設
しせつ

に 入 所
にゅうしょ

した。 

 入 所
にゅうしょ

時
じ

、C さんは、自力
じりき

での歩行
ほこう

は困 難
こんなん

だが、施設内
しせつない

では健 側
けんそく

を使って
つかって

車
くるま

いすで移動
いどう

することがで 

きる。また、手
て

すりにつかまれば自分
じぶん

で立ち上がれる
た ち あ が れ る

が、上 半 身
じょうはんしん

が後ろ
うしろ

に傾 く
かたむく

ため、移 乗
いじょう

には介護
かいご

が 

必 要
ひつよう

な 状
じょう

態
たい

である。 

 入 所
にゅうしょ

時
じ

に介護
かいご

福祉
ふくし

職
しょく

が行 う
おこなう

アセスメント
あ せ す め ん と

に関する
かんする

次
つぎ

の記 述
きじゅつ

のうち、最 も
もっとも

優 先
ゆうせん

するべきものを１つ
ひとつ

 

選び
えらび

なさい。 

１ 自力
じりき

で歩行
ほこう

ができるかを確 認
かくにん

する。 

２ 孫
まご

と面 会
めんかい

する頻度
ひんど

について希望
きぼう

を聞く
き く

 

３ リクライニング車
りくらいにんぐくるま

いすの活 用
かつよう

について尋ねる
たずねる

。 

４ 排 泄
はいせつ

に関 連
かんれん

した動作
どうさ

について確 認
かくにん

する。 

５ 住 宅
じゅうたく

改 修
かいしゅう

に必 要
ひつよう

な資金
しきん

があるのかを確 認
かくにん

する。 

 

 

 

 

 



問 題
もんだい

 113 Ｋさん（80歳
さい

、男 性
だんせい

)は、右 片
みぎかた

麻痺
ま ひ

があり、移動
いどう

は杖
つえ

歩行
ほこう

となっている。Ｋさんは、 体 力
たいりょく

の低下
ていか

や、歩行
ほこう

にふらつきもみられることから、転 倒
てんとう

の恐れ
おそれ

もあり、あまり 外 出
がいしゅつ

しないでいるが、「いつ

かは一人
ひとり

で 隣
となり

町
まち

のデパート
で ぱ ー と

まで歩いて
あるいて

いきたい」という希望
きぼう

がある。そのため、個別
こべつ

介護
かいご

計 画
けいかく

に、

「デパート
で ぱ ー と

まで自力
じりき

で杖
つえ

歩行
ほこう

ができる」という長 期
ちょうき

目 標
もくひょう

を設 定
せってい

した。 

この長 期
ちょうき

目 標
もくひょう

に対して
たいして

、短期
たんき

目 標
もくひょう

を設 定
せってい

する場合
ばあい

、適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ タクシー
た く し ー

を活 用
かつよう

してデパート
で ぱ ー と

まで行く
い く

ことができる。 

２ 杖
つえ

なしで歩行
ほこう

することができる。 

３ 転 倒
てんとう

予防
よぼう

のため、できるかぎり歩かない
あるかない

ようにする。 

４ 介護
かいご

職
しょく

の負担
ふたん

を軽く
かるく

するために、 体 力
たいりょく

の維持
い じ

・ 向 上
こうじょう

を図って
はかって

もらう。 

５ 安 全
あんぜん

に杖
つえ

歩行
ほこう

ができる。 

 

 

  



総合
そうごう

問題
もんだい

 

 

（総 合
そうごう

問 題
もんだい

１） 

次
つぎ

の事例
じれい

を読んで
よ ん で

、問 題
もんだい

 114から問 題
もんだい

 116 までについて答えなさい
こたえなさい

。 

【
（

事例
じれい

】
）

 

 D さん（70歳
さい

、男 性
だんせい

）は、自宅
じたく

で妻
つま

と二人
ふたり

暮らし
ぐ ら し

で、年 金
ねんきん

収 入
しゅうにゅう

で生 活
せいかつ

している。ある日 車
ひくるま

を 

運 転 中
うんてんちゅう

に事故
じ こ

に遭い
あ い

救 急
きゅうきゅう

搬 送
はんそう

された。医師
い し

からは、第 4
だい４

胸
きょう

髄
ずい

節
せつ

まで機能
きのう

が残 存
ざんぞん

している脊 髄
せきずい

 

損 傷
そんしょう

（spinal cord injury）と説 明
せつめい

をうけた。Ｄさんは、 入 院 中
にゅういんちゅう

に要介護
ようかいご

３の認 定
にんてい

を受けた
う け た

。 

 Ｄさんは、退院後
たいいんご

は自宅
じたく

で生 活
せいかつ

することを望んで
のぞんで

いた。妻
つま

は一 緒
いっしょ

に暮らしたい
く ら し た い

と思う
おもう

が、Ｄさんの身 体
しんたい

 

状 況
じょうきょう

を考える
かんがえる

と不安
ふあん

を感じて
かんじて

いた。介護
かいご

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

（ケアマネジャー
け あ ま ね じ ゃ ー

）は、「退院後
たいいんご

は、在 宅
ざいたく

復帰
ふっき

を 

目 的
もくてき

に、一 定
いってい

の期間
きかん

、リハビリテーション
り は び り て ー し ょ ん

専 門
せんもん

職
しょく

がいる施設
しせつ

で生 活
せいかつ

してはどうか」とＤさんに提 案
ていあん

し 

た。Ｄさんは妻
つま

と退 院
たいいん

後
ご

の生 活
せいかつ

について話し合った
はなしあった

結果
けっか

、一 定
いってい

期間
きかん

施設
しせつ

に 入 所
にゅうしょ

して、その間
かん

に、自宅
じたく

 

の 住 宅
じゅうたく

改 修
かいしゅう

を行 う
おこなう

ことにして、介護
かいご

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

（ケアマネジャー
け あ ま ね じ ゃ ー

）に居 宅
きょたく

介護
かいご

住 宅
じゅうたく

改 修 費
かいしゅうひ

に 

ついて相 談
そうだん

した。 

 

 

問 題
もんだい

114 次
つぎ

のうち、Ｄさんが提 案
ていあん

を受けた
う け た

施設
しせつ

として、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 養護
ようご

老 人
ろうじん

ホーム
ほ ー む

 

２ 軽費
けいひ

老 人
ろうじん

ホーム
ほ ー む

 

３ 介
かい

護
ご

老
ろう

人
じん

保
ほ

健
けん

施
し

設
せつ

 

４ 介
かい

護
ご

老
ろう

人
じん

福祉
ふくし

施設
しせつ

 

５ 介
かい

護
ご

医
い

療
りょう

院
いん

 

 

 

問 題
もんだい

115 次
つぎ

のうち、介護
かいご

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

（ケアマネジャー
け あ ま ね じ ゃ ー

）がＤさんに説 明
せつめい

する居 宅
きょたく

介護
かいご

住 宅
じゅうたく

改 修 費
かいしゅうひ

 

の支 給
しきゅう

限度
げんど

基
き

準 額
じゅんがく

として、適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 10万 円
まんえん

 

２ 15万 円
まんえん

 

３ 20万 円
まんえん

 

４ 25万 円
まんえん

 

５ 30万 円
まんえん

 

 

 

 

 

 



問 題
もんだい

116 Ｄさんが施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

してから 3か月後
かげつご

、 住 宅
じゅうたく

改 修
かいしゅう

を終えた
お え た

自宅
じたく

に戻る
もどる

こととなった。Ｄさん 

は自宅
じたく

での生 活
せいかつ

を楽しみ
たのしみ

にしている。その一 方
いっぽう

で、不安
ふあん

も抱えて
かかえて

いたため、担 当
たんとう

の介護
かいご

福祉士
ふくしし

は、理学
りがく

 

療 法 士
りょうほうし

と作 業 療
さぎょうりょう

法士
ほうし

に相 談
そうだん

して、生 活 上
せいかつじょう

の留 意 点
りゅういてん

を記載
きさい

した冊子
さっし

を作 成
さくせい

して、Ｄさん手渡した
てわたした

。 

次
つぎ

の記 述
きじゅつ

のうち、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 食 事
しょくじ

は、スプーン
す ぷ ー ん

を自助
じじょ

具
ぐ

で手
て

に固定
こてい

する。 

２ 移動
いどう

には、リクライニング式車
りくらいにんぐしきくるま

いすを使用
しよう

する。 

３ 寝具
しんぐ

は、エアーマット
え あ ー ま っ と

を使用
しよう

する。 

４ 更衣
こうい

は、ボタンエイド
ぼ た ん え い ど

を使用
しよう

する。 

５ 外 出
がいしゅつ

するときは、事前
じぜん

に多機能
たきのう

トイレ
と い れ

の場所
ばしょ

を確 認
かくにん

する。 

 

 

（総 合
そうごう

問 題
もんだい

２） 

次
つぎ

の事例
じれい

を読んで
よ ん で

、問 題
もんだい

 117から問 題
もんだい

 119 までについて答えなさい
こたえなさい

。 

【
（

事例
じれい

】
）

 

Ｅさん（35歳
さい

、男 性
だんせい

）は、1年 前
ねんまえ

に筋
きん

萎 縮 性 側 索
いしゅくせいそくさく

硬 化 症
こうかしょう

（amyotrophic lateral sclerosis：ＡＬＳ） 

と診 断
しんだん

された。当
とう

初
しょ

の 症 状
しょうじょう

としては、ろれつが回らず
まわらず

、食べ物
たべもの

の飲み込み
の み こ み

が悪く
わるく

なり、 体 重
たいじゅう

の 減 少
げんしょう

 

がみられた。その後
そ の ご

、Ｅさんの 症 状
しょうじょう

は進 行
しんこう

し、同 居
どうきょ

している 両 親
りょうしん

から介護
かいご

を受けて
う け て

生 活
せいかつ

をしていた 

が、 両 親
りょうしん

の介護
かいご

負担
ふたん

が大
だい

きくなったため、 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

を利用
りよう

することになった。 障 害
しょうがい

支援
しえん

区分
くぶん

 

の認 定
にんてい

を受けた
う け た

ところ、 障 害
しょうがい

支援
しえん

区分
くぶん

3
３

になった。Ｅさんは訪 問
ほうもん

介護員
かいごいん

（ホームヘルパー
ほ ー む へ る ぱ ー

）から食 事
しょくじ

や 

入 浴
にゅうよく

の介護
かいご

を受けて
う け て

自宅
じたく

で生 活
せいかつ

をしている。 

 

 

問 題
もんだい

117 Ｅさんが 病 院
びょういん

を受 診
じゅしん

するきっかけになった 症 状
しょうじょう

に該 当
がいとう

するものとして、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なも 

のを１つ
ひとつ

選び
えらび

なさい。 

1 対麻痺
ついまひ

 

2 単
たん

麻痺
ま ひ

 

3 球麻痺
きゅうまひ

 

4 安静時振戦
あんせいじしんせん

 

5 間欠性跛行
かんけつせいはこう

 

 

 

 

 

 

 

 



問 題
もんだい

 118 ある日
ひ

、Ｅさんの自宅
じたく

を訪 問
ほうもん

した訪 問
ほうもん

介護員
かいごいん

（ホームヘルパー
ほ ー む へ る ぱ ー

）は、Ｅさんの 両 親
りょうしん

から、

「これまでＥは 話
はなし

をするのが難しく
むずかしく

、筆 談
ひつだん

で意思
い し

を聞いて
き い て

きたが、ペン
ぺ ん

を持つ
も つ

のが難しく
むずかしく

なってきた」と

聞いた
き い た

。確か
たしか

にＥさんは、発話
はつわ

や字
じ

を書く
か く

ことは困 難
こんなん

な様子
ようす

だが、目
め

はよく動いて
うごいて

いる。 

次
つぎ

のうち、今後
こんご

、Ｅさんが家族
かぞく

とコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

をとるときに使う
つかう

ことのできる道具
どうぐ

として、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

1 ホワイトボード
ほ わ い と ぼ ー ど

 

2 絵
え

や写 真
しゃしん

 

3 透明文字盤
とうめいもじばん

 

4 拡声器
かくせいき

 

5 補聴器
ほちょうき

 

 

 

問 題
もんだい

 119 3年後
ねんご

、Ｅさんの 症 状
しょうじょう

はさらに進 行
しんこう

し、 障 害
しょうがい

支援
しえん

区分
くぶん

6 になった。Ｅさんはこれまでどお

り、自宅
じたく

での生 活
せいかつ

を希望
きぼう

し、Ｅさんの 両 親
りょうしん

は 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

を利用
りよう

しながら最期
さいご

まで自宅
じたく

でＥさんの

介護
かいご

を行 う
おこなう

ことを希望
きぼう

している。 

Ｅさんと 両 親
りょうしん

の希望
きぼう

の実 現
じつげん

に向けて
む け て

、現 在
げんざい

の 状 態
じょうたい

からＥさんが利用
りよう

するサービス
さ ー び す

として、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

1 育成医療
りょういくいりょう

 

2 就労定着支援
しゅうろうていちゃく

 

3 共 同
きょうどう

生 活
せいかつ

援 助
えんじょ

（グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

） 

4 行動援護
こうどうえんご

 

5 重度訪問介護
じゅうどほうもんかいご

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（総 合
そうごう

問 題
もんだい

３） 

次
つぎ

の事例
じれい

を読んで
よ ん で

、問 題
もんだい

 120から問 題
もんだい

 122 までについて答えなさい
こたえなさい

。 

【
（

事例
じれい

】
）

 

Ｇさん(84
８４

歳
さい

、女 性
じょせい

)は、8
８

年 前
ねんまえ

に経 済 的
けいざいてき

な理由
りゆう

から養護
ようご

老 人
ろうじん

ホーム
ほ ー む

に 入 所
にゅうしょ

した。Ｇさんは、｢自分
じぶん

の

ことは、自分
じぶん

でやりたい｣といつも話して
はなして

おり、毎 朝
まいあさ

の体 操
たいそう

が日課
にっか

であった。施設
しせつ

のプログラム
ぷ ろ ぐ ら む

である健 康
けんこう

体 操
たいそう

にも他
た

の利用者
りようしゃ

と楽しみながら
た の し み な が ら

毎 週
まいしゅう

参加
さんか

していた。しかし、最 近
さいきん

は、足
あし

がすくんだようになり、

始め
はじめ

の一歩
いっぽ

をうまく出せず
だ せ ず

、歩行
ほこう

に不安
ふあん

を抱える
かかえる

ようになった。Ｇさんは、物忘れ
ものわすれ

などの 症 状
しょうじょう

が以前
いぜん

から

みられていたこと、また他
た

の 症 状
しょうじょう

もみられるようになったことから、医師
い し

の診 察
しんさつ

を受けた
う け た

ところ、レビー
れ び ー

小 体 型
しょうたいがた

認 知 症
にんちしょう

(dementia with Lewy bodies)と診 断
しんだん

された。Ｇさんは、居 室
きょしつ

の前
まえ

にあるトイレ
と い れ

に

行く
い く

とき、転 倒
てんとう

してけがをするのではないかと不安
ふあん

になっている。Ｇさんが 入 所
にゅうしょ

している施設
しせつ

は、N
Ｎ

県
けん

か

ら介護
かいご

保険
ほけん

サービス事
さ ー び す じ

業 者
ぎょうしゃ

の指定
してい

を受けて
う け て

いる。この施設
しせつ

で生 活
せいかつ

を続けたい
つづけたい

というＧさんの意向
いこう

を

受けて
う け て

、本 人
ほんにん

を交えて
まじえて

施設
しせつ

職 員
しょくいん

と介護
かいご

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

が支援
しえん

の内 容
ないよう

を検 討
けんとう

した。 

 

 

問 題
もんだい

 120 G さんが診 察
しんさつ

を受ける
う け る

きっかけとなった他
た

の 症 状
しょうじょう

とは、 発 症
はっしょう

した認 知 症
にんちしょう

(dementia)の

特 徴 的
とくちょうてき

な 症 状
しょうじょう

の一つ
ひとつ

である。他
た

の 症 状
しょうじょう

に該 当
がいとう

するものとして、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 片麻痺
かたまひ

 

２ 脱抑制
だつよくせい

 

３ 幻
げん

視
し

 

４ 常
じょう

同 行 動
どうこうどう

 

５ 感 情
かんじょう

失 禁
しっきん

 

 

問 題
もんだい

 121 G さんの移動
いどう

に関する
かんする

支援
しえん

として、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 床
ゆか

にある目 印
めじるし

をまたぐように声
こえ

かけをする。 

２ 車
くるま

いすで移動
いどう

する。 

３ 居 室
きょしつ

にカーペット
か ー ぺ っ と

を敷く
し く

。 

４ 歩幅
ほはば

を小さく
ちいさく

するように声
こえ

かけをする。 

５ 四 点
よんてん

杖
つえ

の使用
しよう

を勧める
すすめる

。 

 

問 題
もんだい

 122 G さんの意向
いこう

を踏まえた
ふ ま え た

介護
かいご

保険
ほけん

サービス
さ ー び す

として、正しい
ただしい

ものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

１ 看護小規模多機能型居宅介護
かんごしょうきぼたきのうがたきょたくかいご

 

２ 小規模多機能型居宅介護
しょうきぼたきのうがたきょたくかいご

 

３ 短期入所療養介護
たんきにゅうしょりょうようかいご

 

４ 特定施設入居者生活介護
とくていしえつにゅうきょしゃせいかつかいご

 

５ 認知症対応型共同生活介護
にんちしょうたいおうがたきょうどうせいかつかいご

 



（総 合
そうごう

問 題
もんだい

４） 

次
つぎ

の事例
じれい

を読んで
よ ん で

、問 題
もんだい

 123から問 題
もんだい

 125 までについて答えなさい
こたえなさい

。 

【事例
じれい

】 

Ｄさん（38歳
さい

、男 性
だんせい

、 障 害
しょうがい

支援
しえん

区分
くぶん

3）は、1年 前
ねんまえ

に脳
のう

梗 塞
こうそく

（cerebral infarction）を 発 症
はっしょう

し 

左 片
ひだりかた

麻痺
ま ひ

となった。後 遺 症
こういしょう

として 左
ひだり

同 名 半
どうめいはん

盲
もう

、失
しっ

行
こう

もみられる。現 在
げんざい

は 週
しゅう

3
３

回
かい

、居 宅
きょたく

介護
かいご

を 

利用
りよう

しながら妻
つま

と二人
ふたり

で生 活
せいかつ

している。ある日
ひ

、上着
うわぎ

の袖
そで

に 頭
あたま

を入れよう
い れ よ う

としているＤさんに介護
かいご

福祉
ふくし

 

職
しょく

が声
こえ

をかけると、「どうすればよいかわからない」と答えた
こたえた

。普段
ふだん

は妻
つま

がＤさんの着替え
き が え

を手伝って
てつだって

い 

る。食 事
しょくじ

はスプーン
す ぷ ー ん

を使用
しよう

して自分
じぶん

で食べる
た べ る

が、 左 側
ひだりがわ

にある食べ物
たべもの

を残す
のこす

ことがある。Ｄさんは、 

「 左 側
ひだりがわ

が見づらい
み づ ら い

。動いて
うごいて

いるものにもすぐに反 応
はんのう

ができない」と話した
はなした

。 

最 近
さいきん

は、 日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

の中
なか

で、少し
すこし

ずつできることが増えて
ふ え て

きた。Ｄさんは、「人
ひと

と 交 流
こうりゅう

する機会
きかい

を 

増やしたい
ふ や し た い

。また、簡 単
かんたん

な生 産
せいさん

活 動
かつどう

ができるようなところに行きたい
い き た い

」と介護
かいご

福祉
ふくし

職
しょく

に相 談
そうだん

した。 

 

 

問 題
もんだい

123 Ｄさんにみられた失
しっ

行
こう

として、適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

1  構成失行
こうせいしっこう

 

2  観念失行
かんねんしっこう

 

3  着衣失行
ちゃくいしっこう

 

4  顔 面 失
がんめんしっ

行
こう

 

5  観 念 運 動 失
かんねんうんどうしっ

行
こう

 

 

 

問 題
もんだい

 124 Ｄさんへの食 事
しょくじ

の支援
しえん

に関する
かんする

次
つぎ

の記 述
きじゅつ

のうち、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

1  食 事
しょくじ

の 量
りょう

を少なく
すくなく

する。 

2  テーブル
て ー ぶ る

を高く
たかく

する。 

3  スプーン
す ぷ ー ん

を持つ
も つ

手
て

を介 助
かいじょ

する。 

4  バネつき
ば ね つ き

箸
はし

に替える
か え る

。 

5  食 事
しょくじ

を本 人
ほんにん

から見て
み て

右
みぎ

寄り
よ り

に配 膳
はいぜん

する。 

 

問 題
もんだい

 125 介護
かいご

福祉
ふくし

職
しょく

は、Ｄさんに生 産
せいさん

活 動
かつどう

ができるサービス
さ ー び す

の利用
りよう

を提 案
ていあん

したいと考えて
かんがえて

いる。 

次
つぎ

のうち、Ｄさんの発 言
はつげん

内 容
ないよう

に合う
あ う

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

として、最 も
もっとも

適 切
てきせつ

なものを１つ
ひとつ

選びなさい
えらびなさい

。 

1  就 労
しゅうろう

継 続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
A がた

での活 動
かつどう

 

2  地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センター
せ ん た ー

の利用
りよう

 

3  療 養
りょうよう

介護
かいご

 

4  就 労
しゅうろう

定 着
ていちゃく

支援
しえん

 

5  相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

の利用
りよう

 

 


